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S 要なお知らせ 


このユーザーズガイドに含まれるは I 串荊にお知らせすることなしに£里される場合が® 
D » す。 

木 » E ならびにソフトウェアおよびマニ:!アルを®用した結》の彭置については • いつ？い fi 
任を ft いかねますのでご了承ください • 

本 »ffi およびソフトウIアの仕搽は予 S なしに変史することが®す 9 


版權についてのお知らせ 
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;を， sai で feft することは*じられています • 
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はじめに 


このたびは、ソーテック WinBook Bird /V をお 西 
い上げいただきまことにありがとうございます • 
ソーテック WinBook 日 ird/V は、 HR 細の 
1.024 X 768 ドットワイド图面に加え、ベースス 
テーシヨンと SS 5 することて • CaROM ドライブや 
ステレオスピーカなどのマルチメティア 機 鹿が逅 
10 され. Windows を活用するための R 多くの 梅 能 
をコンパクトなレターサイズで5?現しています， 
この ユーザーズ ガイドでは、注意していただきた 
いことや*本的な®いかた • および，よ Oft 効に 
活用する方法を7つのセクシ3ンに分けて拔明し 
ています。 

ソーテック WinBook Bird 八/を正しくお使いいた 
だくためにも、必ずこのユーザーズガイドをお哀 
みください。 


^们如收5%5の起勤後にデスクトップ画面に 
表示される「始めにお K みください J は、必ず 
©9!* ください。 

この中には、 Wlnbook Bird/V を®闱される上 
で aa な tas が記述されています a 
袴に I Wlndows®95 を内インストールされる 
場合は_始©にお挤みください j に書か n てい 
るとお0にドライパーなどのインストールを行 
わないと WinboDk Bird/V の性能を充分発霣で 
きないばか D か、一部の ft 能が動作しなくなる 
期合が CDS す • 


株式会社ソーテック 




この取}»_霤では、 » ffl を正し< お使いいただき.あなたや他®人々への危？5や S ? 厗への掮 
害を未然に閉止するために、いろし0な始«示をしています。その表示と■味は次のようになっ 
てし~ます • 

A ® 出この表示を》棟して、 K った敢 D 扱いをすると、人が死亡または塑葡を負う可 ffi 性) 
び想定される内容を示してしほす。 

A :+音この》示を*視して,誤った K り扱いをすると、人か傷吾を負う可能性が想: E され 
ム^る内容および初的} B 5 のみの想足される内容を示しています. 


($> 記号は祭止の行為で®ることを S けるものです：や近傍に具体的な祭止 
内 SVS かれています • 左0の場合は「分解 W 止 J という*味です。 


馨纪号は行為を規制したり指示する内容を e (ブるものです，®の中に具体的な}8 
示内容が描か n てしほす。 HH の*合は『電源プラグをコン iz ントから抜け」とい 
3意眩です- 


€ 


△菩告 


(§) 

MMMMiL 

❶ 

❶ 


•洗い場.里 a 塌では*用 
しなし、でくださし v 火災- 
* ■の H® とな0ます c 


參付■の AC アダプタ以外 
は使用しないでくださしV 
火災 S 電の原因とな D 
ます。 


鑄*® が 100-240V の範 
囲 内で®ることを*; g し 
て使用してください w 
100-240 V «? 超える驪 
»を*用すると火央» 
爾の_ とな0ます • 


② 

««プタグ苓 

饞く 


•絶対に分解した理 
改造をしないでくださし、 
火災や»«の盾因とな 
す，*た， m.mm 
の対*外とな〇ます • 
«理は販充 g にご相热 
ください， 

•AC アダプタから何かこ 
けるような弘你したり • 
S 面がかなり熱いとき 
は BB に*源プラグを 
雄いてください。 
そのままご使用になると 
火災の厣因とな D 
»す•販充 S にご柜软く 
ださし、 






△注意 


• AC アダプタの電源プ 
ラグを孩くときは コー 
ドを»たず、必ずブラ 
グ部分を持って抜ぃて 

m9 Z ?^ <ださい， 

8 K 


W 

霞濉フラグ* 
«< 


•® 用時以外は電滅プラ 
グをコンセントから抜 
いてください。 

» B •火災の153となり 
ます • 



❶ 


•落とした D 强し Mil * を 
与えないでください， 
また、*い物をの t ? な 
いで<ださい • 

故®による火災•感電 
の81因となす， 


>ディスプレイを閉じる 
ときは，キーボードと 
の K ( こボールペンなど 
の霣》がないかどうか 
確認してください 6 S 
物を挟んだまま、デイ 
スブレイを閉じますと I 
デイスブレイを»攢す 
る恐れが® 0ます.-. 


•本体を持ち:*ぶと舌は. 
ティスブレイを ffl じてく 
ださい。ディスプレイを 
持つてぶらさげた状 ! B 
で捋*5運ぶと，ティスブ 
レイに旁い力が»わ D 、 





❶ 

❶ 

❶ 


•热の近く、 fi 射 
日光の®たるところ ， H 
k 性ガスのある ast 
ほこりの多いところ，® 

I sra®asdCK30T ： j/ 

I tt 用均 SSS (20 〜 
80%)を超える e 囲で 
は使用•保存しないでく 
ださし V 

象5玲邛使用する場合は、 
本体の庇部が発熟し李 
すので. 8の上に■い 
て使用しないでくださ 
し、（発»すること《« 
常では®り*せん。） 

•グライドボイントの表 
面をペン先などの尖つ 
たちので «n た表 
面シートをはがした D 
しないでくださし\« 

•グライドボイントは B く 
»れるだけで»作しま 
す•.必 B 以上に力を入 
れたり無理な姿勢で* 
作すると，指や手 e を 
痛める〇因とな0ます c 



•付*のバッテリ以外は 
■しないでくださ IA 
また、付屬のバッテ LI 
を本 »ffl 以外に®用し 
、でくだ SU •辣 
発火 • の商因にな 
0ます • 


⑩八ッテリに强い》«を 
与えた0しないで<だ 
さい • 


癱パッテ! JXB 時!こ，所定 
の充霭時問を a えて6 
充電げ完了しない場合 
は•艽 a をやめてくださ 
し、その*家充 a を研 
けると•兑 》•» 火、破 
»の恐れぴあります， 



ま 


•パッテリは火気の近く 
や SWB 光の当たる壩 
所で使用.放匿、开 S 
しないで < ださい。® 
険防止の保 a 回路び® 
発》 • 兑火の恐れ 
があります。 


❶ 

〇 


•パリか5液が; wn て、 
液が限に入ったときは、 
» s を e こす恐れげ 
るので，きれいな水で 
洗った 後， a ちに e 師 
の 治療を 受けてくださ 
い • 

•パッテ Utf * 液した0、 
BS がするときは•すぐ 
に火 a より遶ざけてく 
ださい•漏れた*に引 
火して、発火® H のお 
それが® D ます t 


_パッ テリはを防止 
するための保護 8 臞が 
組み込まれてしで、 
分解•改造などしないで 
<ださい。保*袞8が 
S れ、«熱•発火破裂 
の恐れがあ D ます a 




❶ 

❶ 


參バッテリは火中に投じ 
た0,加熟.分解•シ 
3— 卜(一と-の治！子を 
針金などで接る 
こと）はしないでくだ 
さい • ケガの屏因とな 
0ます。 

•バッテリを水や，海水に 
つけた0•濡らさないで 
ください：バッテリの破 

推や性®;5命を e 下 
させる K 因とな D ます。 


籲パ前！こ、サビ • 
*«•« 熱•その ■««« 

と思われるときは I 雙用 
しないで、笄社テクニカ 
ルサボートセンタにお 
問い合わせください • 


❶ 

❶ 

❶ 

❶ 


•パッテリか6漏れた液 
か皮.»や衣振に付 .8 し 
た《合、皮*がかぶれ 
る sn が®るので、すぐ 
に5れいな水で洗って 
ください • 

•パッテリを小ジ2が使う場 
合.保《者び取扱 S 玥 
鑾の内 S を教えてくだ 
さい，*た.便用途中で 
ち•取扱 H 明霤のとお0 
使周しているか SS し 
てくた•さぃ。 

•パッテリは乳幼児の手 
の届かぬ所へ保 e し， 
S 玥すると乳功 
K が*器から八ッテ IJ 
を取り出さぬよう注 * 
してください^ 

♦使用済のパッテリは、葙 
子にテープなどを貼り、 
««ぃて* S してくだ 
2い。 




保 ffi について 


保 E 期閜中に万一故»した場合は.««窗の S 顧内容にもとづき無 W 修 iff いたします a 
«し < は保 HU をごらんくださし、 

««期 W 後の«理については.お買い求めいただいた販充店までご相 K< ださい。修 
理によって*能 6M6 持できる場合は.お客さまのこ B3I こより有價で修理いたします a 
保紐*は、お爾い©けい fc だいた飯充店で、矛 7E 寧®を記入のうえ S 受け取りになり • 
大切に保 fi してください。 

本®®を，分解，改造された場®.保！!期 W であっても餓償保修 < D 対•にはなり 
ません。また、嫌设対応もでき蒙せん， 


お瀾い 



•«a ディスプレイは 
先の尖つたちのでた 
たいたり•引つかいた 
りしないでください。 



鲁バードディスクやフ 
□ッピーディスクが 


さ 


I作中の 
せなぃ_ 


ときは•移動 
でくださし、 


參本®品にインストールされている Windows ®95. および各«ユーティリティソフトされ 
ているフロッピーテイスクは大切に保存してください” 

_八ードディスクに保存したデータなどは、求期的にパックアップをお取りください》 


お手入れについて 



•: sa ディスプレイの汚れは.；！*でやわらかい吃いた布を* u から 
拭きしてくださレ、 

•フ〇ッビーディスクドライブは，クリーニングデイスクを使って 
，定期的にクリーニングしてくださ IA 


• わラー液 S ディスブレイおよびパッテりは与!％ S です • 

-カラー ift * ディスプレイは外点灯.などのすることが®ります■で100末せん • 

• 乃，一系 fl ヂィスブレイは#示内印こよつては明るさのむら/!}^ 了ることが«0寒すで IM ) り次せ心 
•受闰と5、また本 & s 目体 tj 嗍えきって I 汤と亡は. act を on にしてィスブレイのパック 
うイトが r 白〇し？?い」、 ra 逋す sj 、 iti\] などの技伏び c ? す • この■合は.一度本体の霉薄を〇汗 
にし、しばらく第 》 no -3 oC ) o »^ に放露した#.お使いく c さい • 
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版橙にっいて 

はじめに . 
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困ったときはサポートへ . 
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パッテリ 残 なくなったときは . 

パクテリパック CD 338 . 


























5 it ® の ON / OFF とリセット' 

鬌 *® 0_FP. 

コンピュータを ij セツトする 


6グライドボイントの便いかた . 

のボインタを®かすには --- - 

クリック，ダブルクリック.ドラッグするには 


7 Wlndows ^ SS をセツトアップする 


8バックアップディスクを作成する 


9 Windows ®95 の使いかた . 

Windcws ®95 のについて . 

クリックとダブルクリック . 

ドラッグ&ド□ップ . 

アプリケーシ3ンを起 ft する . 

アプリケーシ3ンを輅了する . 

アプリケーションを切 H える . 

ウインドウを »trr る . 

10サスベンド«能とスビーカ音■を 

サスペンド*の18定 . 

スピーカの音靈の_® . 


投定する* 


11フロッビーディスクドライブユニットを取り付けるには 

フ□ッビーディスクドライプユニットとは .. 

取り付けるには . 

取り外すには . 


12フ□ッビーディスクドライプの使いかた * 

フロッピーディスクを S うときの注* • • 
データを•き込み«止にする 
ドライブへの出し入れ . 


2J213 4 4 4 5 800112223 4^5 €667 809© 
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• • • • 0 t •••••• ••• • t • t 
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第章ベースステーションと接練する 

1•各部の名前と费能を HTE する . 

前面 • ±® . 
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取0外すには . 
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〔ージの福成は、次のようになコてい求す, 
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チャプターインデックスとクイックインデックスを使うと k 索甲く目的のページを探 
すことができます* 














このユーザーズガイドは、ユーブーのレベルや使いかたに K じて大きく7つのセクシ 
3ンに分けられています。 


付 JIS の# S から SSF に羯滅在入れて Windows ®"95 を立 
ち .B げるまでを廉 2 M こ祆珀してい李す。ぢ H い上げ後初め 
て« 3と芒には必ずみ < だれ、 


スタートアップガイド 


キーポード上のキーの位■と抵肪、および文宇の入力方法 
について扶明しています。キーポードに茲 n ていない方は 
必ず SR みくださし、 

Winda " s ®95 のマルチメディア機酕、および本 WS の” 
ウンド®能の®いかたにっんヽて我明しています • 


キーポー ド操作になれよう 


マルチメディアを楽しもう 


FC カードのかた，メモリや八•ドディスクを: 
方法.外 Sa 2 lt » CDffR 75 乏について R 明してレ 


を交*する 
U ます • 


システムを拡張する 


システムコンフイグレーシヨンを使つたシステムの BS の 
® S や.パ9ーマネージメント*醣の胺玄を変史する方法 
につし|て K 明してい爹す， 


矽どの ft * コネクタ笮裘供 
I # について K 明しています。 




システムの設定を変える 


スステーションとの* ベースステーシヨ ンと接続す る 


溫レか fl くし給^^ 


トラブルが起きたら 


本ユーザーズガイドの索引. 
て U 3： す • 必薹に；5じて?5# 


応じてお^ くださ叭 


Appendix 


コンピュータに*れるのは扨めてという方や.コンピュータにあ承しく任いという方は. 
「霣1輩スタートアップガイド J と「*2章キーポード«作に®れよう J だけ 858 ft みいた C けれ 
ば.ひと«0便じめることができます， 

マルテメティア後逢や COROM ドライプを洽电したり • PC カードを使フて禳能を C 張するなど. 

をよ0有宠 I •こ老用しようとする«合は.「第3■マルチメディアを豪しもう J r ； R 4 B シス 
テムを祐張する」 r 第6 擊ぺースステー シヨンと ffiR する J みくださし V 

3：た • パワーマネージメントえた 0. システムを目分好み<5^5に変えようと9 
る場合 1 3、 r 第5霸システムの设3：を5え SJ をお获みくだ芒い。 

g っているとさに動作びおかしくなった〇. «らかのトラプルか発生した壤色は、 r 第フ霞トラ 
ブルび起きたら… J をお H みください • トラプルを解決する李 3 W となることでしよう‘ 
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在 KS の使用中に锊らかのトラブルが発生したと ff は、114ページの「#7搴トラブ 
ルが e きたら… j のページや. r はじめにお s みください j をお r みください c 状況に 
応じた解決方;£が II か n ています • 

ユーザーズガイドを R んでちトラブルが解決しないと f や、〇か6ないことが出て 
たと5は、男社のテクニカルサボートセンタにお《い合わせくださし >• 

•霱 R をかけるときは ••• 

■K をかける前には、次のことを《1?し、本»品«手元に用蕙してお U てください • 

• お客嫌の®羽. a 格先 
本を#！入された販; ftB , 代理店の名称 

•本 R ® のシリアル*号.または、 》 iS » 号（コンビ:！ータ班面のラペルに Efl « して 
ます） 

• トラプルか fi きたときの状況と ttB 、 または. HS 点のできるだけ鋅しい内容 


•テクニカルサポート FAX シートを使うときは 


本 » ffi に付属している「テクニカルブボート FAX シート記入用 ftl にトラプルの内容 
や SE を記入し、 FAX で送付します。 



’ーテツ 

man 


クテクニカルサボートセンタ 


電話番号 

FAX 通号 
E-mail 

轉 i ■月曜日へ 


045 - 224-1 125 
045 . 22 4-1 126 
support @ sotec.co.jp 

金*日午 mi 〇特〜午後5時 

(祝祭日および？ miss 休鬚日を除き*す. 3 


癱耷の ® 送.求たは ft 品を送付 t るときは以下のところへおたします • 

なお.ご S 送の W には必ず購入時と筠じ襦 S0BSJ8、 パッキン》にてご£3ください • 


干 220-81 神*！川隈檑毋市西区みなとみ5し诏！1 • 1 

株式会社ソーテックテクニカルサポートセンタ 


A A - ドディスク蓍筆 ST る！■合はドライプのみ<1>修@もしくは交; 


されているアブリケーシヨン • デ_夕轉の保 B 、 復旧はいたし 
U ものについては必ずバックアツプ鼇取つておいてください • 


■•なものについては必ずバックアツ 
ハードデイス 


儀となります， 
j かねすので 


有供にて餐1贈て13り*す. 
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スタートアップガイド 

付 KS の 《E と、；探(こ _•» を入れて Window5®95 
を立ち上げるまでを、眉を追って SJ 尹しています v 
本»品をお■い上げ後.初めて使〇れるときには必 
ずお R みくださ 


1 . WinBook Blrd/V の嫌梅を知る . 18 

2. 橱包の內容を確認する . 20 

3. 各 35 の名®！と機能を if 转する . 22 

4. AC アダプタの播 Ift とバッテリの充 S. 28 

5. *»(D0N/0FF とリセット . 32 

6. グライドボイントの使いかた . 34 

7. WirxJows®95 をセットアップする . 35 

B •ノ t ックアップディスクを作成する . 38 

9. Wirxjovvs®950)ff いかた . 40 

10 サスペンド«堆とスピーカ g 置を投定する 44 

11. フロッピーディスクドライブ 2 ニットを 50 污けるに 3 46 

12. フロッピーディスクドライブの S いかた •• 48 

















リ WinBook Bird/V の機能を知る 

WlnBook Bird/V の主な儀能や将 S を紹介し*す， 


• MMX ベンテイアム 1&6 MH 2 


#2 B 3| W ) x 218.7(0). *1¢41.3 mm . 的 2.3 Kg 


• 1024 x 768 ド yh 
12.1 インチの XGAIOT 


•32 MBW •メモリー 
鎩大 BOMBJ で * »om 



#内霣マイク 


• TFT カラー液墨ディスプレイ S 用 
•羅大26万色 R 示胃* 


メディア対応の16ビットサウンドブラスタ 


參マルチメティア対応の16ビ 
PR 05» サウンド獼能 SK 


•2.16 GB / 

を•脚獼 


#モノラルスビーカ 


癱 PCMCIA カードスロブ 
TYPED X 2 ス〇ット，家たは 
TYPEH x 1スロットを頓奉裟儀 


#3モ_ド 3.5 インチ FDD を* ㈣ 可酕 


參クライドポイント WW«I 



广 •スヂレオスビーカ 
、#6«連 CD - ROM ドライブ櫸11111働 



• Window が 95 をプレインストール 



♦インターネットエクスプローラを 
ブレインストール 


争 TranXlt 3 をプレインストール 



WinBoak Bird/<8 盡熬所芭か 
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2 J 


梱包の内容を確認する 


ソーテック WinBook Bird/V に®.本体の他に次のような付属 ffl とソフトウIアが3 
まれています*パッケージを開けたら，不 SS がないかどうか® E してください* 


) ハードウエアと付属品 



籲 Windows ®95 パッケージ •巩用ディスクラベル •スブリッタ 

にユアル S ■ドライノ⑽《ツクアップ W 


□ 



イ 


參 FDD ケープル 


•WinBook Blrd/V 
ユーザーズ 
ガイド(本書です。: 



•ユ- •! 


n 


sia 


カード 




•ftD 窗 




•テックサボート 
FAX シート 


D 


スタ — 卜 7 ツフガイド 
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j インストールされているソフトウェア 

次のソフトウェアはI本体に装着さ n ているパードディスクにあらかじめインストー 
ルされています。 

參 Microsoft Windows ®95 

米国マイクロソフト社が W 発したコンピュータのオペレーティングシステムです a 
罔時に？9籾のアブ U ケーションを実行できる r ブ U エンティブマルチタスク* 8JJ を 
実現するとともに，グラフィックを®ったインターフ z_ ス (GUI1 を ftB、 グライド 
ボイントを使って簡电にコンピュータを操作することかでき*す。 

また，八ードウェアの追加などが籣雄にできる「プラグアンドブレイ J や、アプリ 
ケーション間の a 携プレイを s 現する roLE2j, 他のコンピュータとデータや®器 
を共有した〇霜子メールを送受 a できる r ネットワーク」ビデオや”ウンドを 
玛生できる「マルチメディア』機能など.教々の无進**が g« さ n ています a 

の W しい®いかたについては、付属の Winflows®95 のマニュアルを 
CR みください。 

•インターネットエクスプローラ 

米田マイク□ソフト社〇禰宛した WWW{Wortd Wide Web) ブラウザです。インター 
ネッ トセットアップウィプードを使用 T ることで，インターネットとの接轿に闋する 
股龙もほとんど自に行います* また、 WinOows®95 と罔じインタフェースを持 
っているので、ドラッグアンドド□ップやショートカットといつた BS な ft 作で，イ 
ンターネットの世界を楽し C ことがで5ま 

インターネットエクスブ□ーラの詳しい使いかたについては、インターネットエクス 
ブ□ーラのヘルプをお# t みください， 

• TranXit 3 

TranXit (トランジットと ft む)は， IrDA ポートやシリア/1^ーブルを便って、コンビ 
ュータ阖でファイルめコビーや移動.朗除などのファイル転送を行う Win_s 用ソ 
フトウェアです。 * た. 2台のコンピュータ IB でファイルの0期をとったり、クリッ 
プポード内のデータを送することもで15ます， IrOA ボー トを持つプリンタと Sg す 
ることで、ケープで接*5することなく印刷を祖示すること&できます。 

TraoXit の眹しい使いかたについては. TranXit の Readme ファイルを JJ 狭みくださ 
IA 

• MS - IME 97 

Windows95 で日本结を入力するための E 本 S 入カシステムです..日本 B 入カシステ 
ムは.キーボードから入力した文宇を日本 S に変 S する*%を持っています。 
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各部の名前と機能を確認する 

本体各 a の名前とその微*(こついて校明します。なお、別のページで k し<肤明され 
ている®分もあ0ますので、豢勝べージ6併せて; BS 6 みください • 


j カバーの開け閉め 



カバーを W ける と きは.手 W のノ 
ブを押して，見やす い 角 a まで m 
ぎま Tl 


j 前面•上面 



カパーを W じるときは k ノブが □ 
ックされるようにし求す， （ ON の 
ままカバーを田じるとサスペンド 
状*!に入るよう.システムコンフ 
イグレーシヨンメニューで設定で 
ぎます 



©VIDEO OUT 

©LINE IN 


ドス□ット 

©SPEAKER 


❺ボリュームノブ 
❿リセツトスイッチ 


CMURLED 


❻内 H マイク 


❷キーボード 


❾充 HLED 


© USB ボート 
スイッチ 


LCDS 面 

文 r やグラ T 


文亨やグ5フィックが8示？れます，パつーマネージメントの K 龙によりコンピュータが ft 
作してし屯ければ，目動ねこ表示が消えるようにすることもで芒ま（今94ページ） 

❷キーボード 

キーを押して文字を入力したり、コマンドを送ります 4 
❸グライドボイント 

«を«<のせて 勤 かすと，力ーソルが 移 fc し末す • （吟 34ページ） 

OUSB ボート 

USB 規格奉喪必«3设 S を味«します • 

❺ボリュームノブ 

S ■を！ JW し3?す • 445^—ジ） 

❻内覦マイク 

g 芦をコンピュータに®0込 CC とができます，（今62ページ） 

❼ス チー タス LED 

twnt：iis« 示します * 27ページ> 

OS*LED 

在男の狄«を表示し茨す。 H 29ページ》 

物* LED 

ft 霄の伏磬を* 示します- K 29ページ） 

❿リセットスイッチ 

コンビ:Iータを玛 sttzrt? 余す 《 33ページ） 

HDD / FOD アクセスランプが点〇しているときに«を OFF にしたりリセット 
させないでください，データか败壞する35それが250袤 T 。H »* を OFF 
にした雄， W び霜*蟹 0 M にする壩合は15»以上两ってください 0 

スイッチ 

M を ON / OFF することができます，末た、パワーマネージメントメニューのにより、 
サスペンド状®にさせた 0. サスペンド U * からこ S すことびでき李 T ， （今9日ぺ 
-ジ） 

©VIDEO OUT 

ビデ: r 出力籥子を《儀した？レビ矽どに LCDilfi の表示内容を*示します •（4 102ページ） 

0 UNE IN 

CD プレーヤなどの外®: r —ティ: r«B を播班することにより、外»の s 甬をコンビ: it " 夕に 
込むことがで e 承す，<今63ページ> 

取 MIC IN 

マイクのケーブルを播《することによ0、外®の B 霣をコンビ：3—夕に® D 込むことびでき 
3：T- <«♦ 63ページ） 

©SPEAKER 

外 S スピーカのケーブルを»«します • はステレオで出力され紊す • 

ヘッドホンやイヤホンは««しないでください。突然大きな atjnioe 力** 
をすおそれがあり3：す， H 63ページ） 

© PC カードス13ット 

PCMCIA* 椹摩 典の PC 力ードを R 着し ます. H7CK<- ジ） 




23 




J 右惻面 • 後面 

ノブを押しなから.ふたを W けてください* 



Ooc 入カコネクタ ❼フ□ツビーディスクコネクタ 

❽シリアル m —卜 



m 


w 

寮 

m 

SB 

S=- 





部キーホード ❿ 9 W 8 CAT ボ•卜 

/マウスボート 

❻ IrOA ボート ©プリンタポート 
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❶ HDD ス□ット 

HDD カートリッジを叹 W します，け 77 ページ） 


注帛 ；□ 火:!一 PWWWeHDDt-MJy シ m ⑽找し、い。 


❷バッテリパック取り出しポタン 

パッチリバックを取り出すときにこのポタンを押します • 


AC アダプタ在*鞔していない状慝で、コンビ:！一夕が B 作していると泛にパ 
ッテリパック在取0出 C ないでください ♦ 


©モノ 

モ， 


/ 5ルスビーカ 

ノラルスピーカです • 


〇パッテリパックス□ット 

パッチリパック交 sar します • け 3 〇 ^— ジ j 

❺キーボード/マウスポート 

PS/2 キーポードや PS/2 マウス ( 添付のスブリッタヴ必 B) を搭蛾することができ袤す•卜 
80 ページ） 

❻ IrDA ボート 

¢ 外 * を便つ ;^5 テータ遇せ用のポートです • （今 83 べ _ ジ 1 

©DC 入カコネクタ 

勺 * の AC アタブタを ® 班しま '^ 28 ページ） 


❻シ _ J アル ポー ト 

モデムなとのシリアルボートを®う； c « is を接挤します。通帑 rcoMij に投疋されま t 
が，システムコンフィグレーションで rcoM 3 j - rcoM 4 j に変えることがて$ます， 
» 90ベージ> 

©プリンタポート 

プリンタを*«します.パラレルボートになつて 150, 袖 riPTlJ に iKE されますが•シ 
ステムコンフイグレーシヨンで他のに変更でき求す • K 90ページ） 


❿^部 Cf 

外 ffC 


RT ポート 

: RT テイスプレイを播校します。 4 B 1 ページ》 


❿ フロッピーディスクコネクタ 

フ□ツビーデ y スクドライブユニットを播娩することができ？す • 
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エリア 

& 曼 PAM モジユー I レを#詹します， I 今 7 S ページ〉 



くースステーシヨン用コネクタ 

ペースステーシ3ンと橙 a するときに！！痒します • 104ページ I 



J ステータス LED について 


コンビ:！ータの動作状®をステータス LED で表わします c それぞれのマークと点0状 
想の* t 味は次の通〇です： 



❻ NUM ロック 


f 

©CAPSC 


© SCRL □ック 


a 

俯 * LED 

① 

©qaiLED 

G\B 

© HDD アクセス 


© FDD アクセス 


©CPU ⑽ 

1 

© NUM ロック 

A 

❶ CAPS ロック 

丄 

OSCRL □ック 


充 ItCDtt 想を5示し求す • 29ページ） 

電:»を赛示し家す.29ページ> 

八ードディスク.または COflOM ドライブへのアクセス中 
に iSlfl し家孚。 

フ□ッビーディスクドライプへのアク tr ス中に点 fl します • 

CPU のスピードに応じて色び S 化します，«常のスピード 
で®作してし v ると色に由 n します。 cpu スピードが 
nowj にているときはオレンジ色に众<]します， 
NumLK キーがロック吠明のときに点幻し求す • この tt « 
でニューメリックキー(テンキー)が又爹す。 

CPLK キーがロック状®のときに庙〇します • この状«で 
シフトキーを} i さずにアルファベットの大文字を入力する 
ことがで汔末す， 

Scnx キーが Q ツク状明のと5に由灯し3：す • この状*で 
の*能は.アプリケーションによつ H なつます • 


HDO / FDD アクセスランプが / fi » J しているときに»*5〇阡にした 
させないでください。データが醱壊するおそれが¢0ままた* 


二した 0 U セツト 

«*«0 FF 

にした黴、两び節■を ON にする*合は15秒以上持つてください • 
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AC アダプタの接綺とバッテリの充® 

本 SS のは，付_の AC アダプタを®つて AC コンセントからとる方法と • バッテ 
U パックを使う方法の 2*0 あ〇求す。 


〇最初に使うときは ••• 

パッテリびフルに艿 a されていない状®(十分に充鞲されていない状で出荷され. 
バッテリパックには绝緣*びはさまれています:最初に，お®いになるときは，30 
ページ r バツテリバックの交»」をお»みの上.紙を取0外してから幵■を行つ 
てください • 


vjAC アダプタの接続と充電 


AC アダプタは、 AC コンセントから霉源をとるときだけでなく、バッテリパックを充 
AS するときにち使い*す • 求た，充■中ち本製品を助作させることができますので、 
お興い上げ後緩初に使うときは、まず AC アダプタを接«して、充_しながらお使い 
<ださい* 

△注意の AC アダプタ«外は、 K 対に使用しないで<ださ U 



CL 充電 LEI>J) ぬ JJE が«わった6艽》は!？りりです • バッテリのみでお使し劝ときは AC アダプ 
夕を取り外してくださ tV AC 爾澤でお使し奶とさはこの挈承にして13さます《 
ffilt び枝わると. »»VON のと亡は緣の获 fL 電》が 0FRD ときは濟0になります • > 


i Not>9 l 使用できる AC»» は何家ルト？ 

に系 fl の AC アタプタは. 10OV か5240Vまで対疋 
して fiOBWO に切り••わ0¢▼ので.海外なとで 
いになれ？す，（布外で B うときは.プ5クの形状び翼なる 
ことがのでご注®くださ U * > 


1^1 充に our 

全く光驪 t れていない状賺か d フル凡■さ n る家でには. 
亀»が ON 0 とき《朽〗6-24«_.零麗び OfF * たはサ 
スペンド状讎のとさ»52〜3”霣か CT ります • 
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充霱 LED の祖 K(AC アダプタ使用時） 


バッ f J の汽瞧が充了して V 必 

胳の京 M 

费;5气鬌ホです • 

和 

AC アダプタから電澤が供«されていないか•バッチリパックが王し< ぎ H 

され r いない w 孩で 


ED の意味(パッテリ使用時: • 



代 •/ テ 1 j てい切， 

* 色の如 

バッテリび40^25%充電さ 》 rc いる tf ， 

オレンジ色の# 

バッチリぴ24%-1充•ご tw 

オレンジ色の 

バッチ」が疗•霉: r れてい狂 v \ tr . 

如 1 

i <*> テリパプク vie しく《雪； rn てい^^(•です. 


電 * LED ®* 味 


3 W 

B 霣び OFFOtTJIi てす. 

Wfe の 

AC アタフタで鳶济しています、 

■角の泛滅 

IAC アダフクて鼸今して d サスペンド中で TT . 

HftcOififT 

バッテリ ZWt してし U す* 

胡の迨滅 

1パッチリで動作してサスペンド申で7, 


® バッテリ残量が少なくなつたときは ••• 

パッテリ残靈が少なくなつてくると，次の IB で醬 S を発します。 

パッテリ残画 10 %ま滿 ► CPUttfiS 示 LED がオレンジ色に変化 

約 24 校おきに蠆鳴る。 


パッテリ残鼸5%未» ► 強制的にサスペンド状 ffi に入るか.または 

警た‘けを明らすか <晚秒《きに*る)を进 
択できます。 （+ 98^—ジ） 

■S び発せられたら •• • 鲁 AC アダプタを接«して元鞲する 

•充霣3みの八ッテ U パックと交換する 


A>^jgJ パッチ U パックは*バッテリ動序中に交*することはでき家せん。必ず30ベー 
ジの K 明にしたがって交換してくださ U* 

/!\ バッ，リの残■が少ない«明でアブリケーシヨンの礫作を*けると、データや 

プ〇グ9ムファイルが消えるなどの學故が充生するおそれがあります，バプチ 
リがすべて餹くなると、アブ U ケーシヨンの使用中でも電潭が切れます • CPU 
状»表示 LED がオレンジ色に a 化し • ビープ#が!■つたら T ぐにデータをセー 
ブしてください* 


/てッテリを®約するには • • • 

•要い孩わったぐに爾漏を 0FFK； する. 

.パワーマネージメント «®i を活かす，科にプ□ーバルスタ 
ンバイ)«度を? j 功にして15 くと55集的で L 197ページ> 

-サスベント費 tt を菁功にする • 144ページI 
なるべく、バ•ドディスクにアクセスし在いように7る • 


1 ;— y チウム®§について 

本: ea は，パッテリパックの他にしチウム電内蠹 s:n 
てい； t ： す，3ンビュータ内©の两 it やシステムコンフィグ 
レーシヨンなどの内名は，リチ〇ム電芬によ：>て«捋さ n 
てい，すので.バッテリパック 《 rB 0 外してもこれらの内 
答げ为えることは®り孓せん， 


> 

〇 

VI 




Ml 
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〇バッテリバックの交換 

A 注童付属のパッ緊リパック以外のバッ，リは綣 w に®用しないでください0 n 
パッテリパックの分解や® « l 火中への投入、 mm . 毫子の®_«ども#対に 
行わないでください • *髡した?)火災蓍 K こ T おそれが《りま T * 

2ページの f 本® s を正しくお使いいただくために j ち必ずお嫌みください。 


バッテリパックの交換 》• 霜源が OFF のとき、もしくはサスペンド時か AC アダプタ 
で»通を供16しているときしかできません。 

電® LEDV» 色に点灯しているときは、バッテ U パックの交損はでき，せん。 

Iバツチリパック取0出しポタンを. H の矢印の方均にスライドさせながらパッチリパック 

を1き »ff ます • 



^ 本を初めて使うときはここで « tft を取り»23：す • 


〇交*用のバッ，リバツクの期子 a び與に入るようにして • ゆっくりとス d ットに#し込み 
ます，ここで取り出し家タンがロックされているのを WK してくだ？い0 



fworaj サスペンド 

サスペンド MU 6 とはアフ》」ケー 2/ a ン ; D 索行^こ鼸屬赛 afF 
にすると肩任の擊 t メモリに»??し. ««0 N にし fc 亡 
2には. 0汗に T る ■« と网じ U 擘で蔔怍させる* MTC す • 
ff コ U 免アプリクーシ3ン《1 了させることなく作_を中 
爹でき.《び作聚モ IWC •ると©にもアブリケーシ a ン枣 


しな必爾り，!!ん> ただし.ブスペンド状隳0¢つ 
ても.ジ脉 D » W :« HCfVa ほすので、バンテリをゥ 
n 沿とさに wwi •:の次>にして》くこと 
て芒5せん • この 《 l * EaVWrxtowB 96 •のスタートボタンを 
クリックしたと c にさ ni メニューから f サスペンド j 
%通ぶことで貢行されます.（44^<ージ》 
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4 英に « ^れているのを# K します* 

パッテリ容置インジケータ 

パッテ U パックには、パッ テし I 容置を KS することがで5るインジケータか忖いてい 
ます。バッテ US 量を » S する【こは横にあるボタンを押します • 点〇伏暇とバッテリ 
容里は次の通〇です。 


•6 の sM 

バッテリ tf 1 0 CKlr -5( WW 2 れてい^* 

肪の fWT 

パクテリ充電？ n てい 

オレンジ 

バッチリ 0*24^1 〇%充躧 cn て 

オレンシ色の由滅 

バ•ノテリび充用さ nru ^ いか、9%-1 %««2 nrv > stt » 

mn 

パブテリの!が必15です • 


ACN ^ va As )® 鄯 nrA v3 HIu 8^ 捆 




5 ノ 


S 源の ON/OFF とリセット 


■» の ON/OFF とリセットの方法について K 明します。财を入れる前には、 ACT 7 
ダプタが»»されているか • ちしくは.パツテリかフル充電？れているかどうかを W 
58してくたでい • なお、出抒時には， ttSON の状»で**スイッチを押すと電源が 
OFF になるよ3に18定さ n ています • サスペンドさせる場各はセットアップメニュー 
M4 ページ)をお116&の上.設定を変®してください r 


) «源の ON/OFF 

7 本依の菊 H にあるノフを押してわパーを两いてください《 



^本体の$傳面にある®*スイッチを W 5 杓 W 坤し费けます。 

霣*を OFF にするときは.もう一廢電»スイッチ在杓5秒 H 拜し tt {，ます* 

または. Window ”95 から [ Winoows の終了】を選沢したときに R 示される [ Windows の 
縛了]ダイア□グボックスから[コンピュータの電寒を切 n る找»こする]在チェックし r [は 
い I を*択してち.目こ IW か 0 W こなり李す. 

0... は. Wr < jcws « Q 5 セットアップブ]ブラ 

I > c ；--. ムび JStt し3：す • グライト•ボイントの® 

、 . いかた<434ページ;を荑えてむ3、セッ 

A 注黄 HOD/FDD アクセスランプが点〇しているときに*«を OFF にしたりリセット 
させないでください，データを破壤する B それが35り*す • * た、霉潭奄 OFF に 
した慷，興び■灝蓍 ON にする場合は15枝10上»つてください • 




MLECXDStt 


»n 電■力 *0 PFWjm 

貢色^打 ac アダプタで衡 tro 
貢色の京屬 AC アダプタでサスペンド坎好） 
• Ky テ U で®! 

:/てツテ | J で_今*^7スペンド坎_ 




il^ 

»n 


充電 LED の雇味 


ac アグフタ ere •電濛 •tMsiecn ていないけ. 
パ•ノテし 1 が充霉ご n ていない «*• バッチリ 
パックび ie しく後■さ n ていない状鬱で L 
•色の «n 10〇%»〜 & D % 充電*み 

49、、25%光» み 

7レンジ A 33 射！ 


7レン漱《物〜1缺電さ r 

罎 ft の魚滅 
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j コンピュータをリセットする 

新しいドライバを駔み込んだ固辺«器をしたときなどは，それらを; SR させ 
るためにコンピュータを朽起動ごせる必 Btf あります。 

«S. Windows^^S の《合は、ドライバを組み込む時や3辺 ttg を追加してハード 
ウェアウィザードを案行するときなどに两运動を淀すメッセージが*示され、 [0K] 
もしくは【はい J をクリックすることで再¢2®させることがで5*す_ 

また、 [スタート]メニューから Winflows®95 を終了させるときに「再 g 勤 J を選ん 
で两起翻させる C とちで 5* す s 

再 gft させるには、このような方法以外にも，ソフトウェアリセットとハードウェア 
リセットの2通りの方法あ CL それそれの沃況にのじてどちらかを実行します。 

A 注童むやみにリセット蓍かけないでください，一 s のアプリケーションでは、正し 
い方法で«了さ廿なければデータが治失したり，作撇ファイルが薄ったままに 
なる場合があります P 


ソフトウェアリセット 

新しいドライパを招み込んだり. MS-DOS モードでの使用時に AUTOEXEC.BAT や 
CONFIG SYS を霤き!«えるなど、おもにソフトウ i ア上でのシステムの変更を反映 
させるとさなどは.次の操作を行ってリセットさせ李す， 



八ードウェアリセット 

新たに H 辺檄器を SK するなど，おもにバードウェア上でのシステムの変更を反较さ 
せるときなどは.次の操作を行ってリセットさせます a 


図の位■にある、リセツトスイツチをポールベンの先などで押す。 



リセツトすると Windaws®95 が 
2S 動します ♦ 


リセツトすると、 t ? ーブされていないすベてのヂータは*えてしまい豪す备 

注育サスペンドの奚行中に八ードウ；!:アリセツト萑行うと.保存されていないテー 
夕は涓足てし S い？す ：• 


M 

Q 

〇 

2 

〇 

n 

fV 

e 

ft 

VC 
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グライドポイントの使いかた 

本»品には、マウスと同じ役«を果たす r グライドボイント』と左右2つのボタンが 
されています， Winflows ®95 では，これらを ffl つてポインタ<カーソル〉を動か 
した〇ク 《 J ックすることでき*す • 


a • ベン死などの先の尖ったもので觚れたり nn シート在はがしたりしないでくだ 

さい，細の棚となります： 

•2 本以上の播ゃ手袋をした*、また，濡れた格などで操作しないでく C さい • 
正常に fc 作し*せん • 

• ポインタは«[く醵れるだけで騖作し*す。必饔以上に力雹入れた〇供 is な«» 
で！•作すると、痏や手菌を镧める B 因とな0ます. 


) 画面のポインタを動かすには ••• 

グライドポイントは，本 « ffl のキーボードの手酌中央にます • グライドボイント 
のパッドに指を « n て輊く勤かすと.向2上のボインタがその#0¢に応じて動きます。 



^クリック、ダブ，レクリック、ドラッグするには •• • 

クリックとは、ボタンを1回押すことです • パッド上を1回たたくことでもクリック 
できます。ダブルクリックとは • ボタンを 2 回押すことです • パッド上を 283 たた< 
ことで6ダプルクリックできます。 

ドラッグはアイコンなどの上にポインタを移»し，左ボタンを〗回押しながら（パッ 
ドを1目たたき〉指をパッドから雕さず動かしてい ff ます。 


■ 
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左ボタン 右ボタン 



7J Windows ®95 をセットアップする 

お買い上げ後初めて®*を ON にしたと5には， まだ、 Windows ®95 が使ヌる状* 
にはなってい*せん，お®いになるには • Windows ®95 をセットアップする必费ぴ 
»ります。 

««を ONI にし * メモリーチェックが終わると 「 Windows ❶95セットアップウィザ 
ード-の画面か表示され*す。次の手明で、セットアップを行なってください。 

A r+gj W インストールに必用なイパ • TranXit 3 のディスクおよび95セットア 
^プ C » ディスクを必ず作成してください。 

各獼ド9イパのパックアップ用のラベルは、ラベルをこ便用ください* 

(各ドライバの名称は K 晒されていまなん）袤た. Wir » dows «95 の g 繼ティス 
クのバフクアッブにもご利用ください • 


• ユーザー«薄を8»します.名明耷入力して®キーを押し、会社名を入力し求す•入力 
び》わったらはへ>】在ク U ックし李す， 

^ が表示され袤す。 R み«わったら [ ratt する}®ところにポインタをのせてク 

リックし.はヘン】をクリックします， [ mi しな V *】を霣ふとセットアップでき东せん， 

O rWinc > Dws ®95 パッケージ J に添付 c れている 「Certificate of AutnentlcltyJ のパー 
コー ドの上に E 2 J されている 「Product IDj 在入力します，入力び«わったら [»： へ〉】を 
ク U ックし家す • 

分 イプードの«始」の函曲が茨示されま？ • [557]をクリックしてください. 

6【日付と Kfl のフ〇パティ] BBS び R 示されます • 

[タイムソーン】で k 本 Wffl 笮 1 J 5 甲する場用をし家す。日本田内でお«し>0と!5は S 更す 
る必爱は©りません， 
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viVJi 入 K a: 入 V 了 8 滞 L§;£\windows ®9 ol 埘 - b vr 了 ： P VC U 呦か 




6 [日付と押射】のタフをクリックし求す • 


注實カレンダと wit が«遽つていると*チータファイルなどのタイムスタンプび颺 
遽つて 12 fl され、テータ饔顗«や惟のパソコンで作成されたファイルを脱込 
んだときなどに他のファイルと«合性がと n なくなす*■騾の躧色.涓す 
必蠻のないファイルが滴されることもありますので.必铲正しい日 w と两11€ 
投定して CU てください ■ 

/日付と時 n を金わ1?ます • 


クリックして月を遇ぶ 



クリックして年を■ぶ 


ク Li ツクし 

日を*ぶ 


8 №5した日付と PW に WiLV ^ いかどう MRS し.«掰]をクリックし》す. 

ffl も変》していない場 df 3 _】は R 示され求 t ? ん〇 [閉じる]をクリックしてくださし、 


1^1詹に mvn ラ■になフた5 • • • 

一: C の « 两キー甍停 C な littBO'tK と、•に iM » 孑か扃 

これは* /の一 tr - ビンク截1¢を过 T しているとき〇の一 
セービンブ状罐1こ入ったことによ QBii か浼えたちめで故錄 
では4505せん•用 5 tT のキ_€霈》と元の表別こ«0ます ■ 


パワーセービング勘！!の«51こついては • 08^-ジ C パり 
—マネージメントぞみ<だ CVV 








9 「 MicrosoftExchangeJ の IKE が行われ.[プリンタウィプード】 fiffl か S 示されます • 
基!に*«できるプリンタを B 拎5の場合は[次へ>】をクリックし，ウィザードの梅 
示にしたがつてプリンタ奄インストールしてく C さし、 

プ Li ンタが m 合は【キャンセル]をクリックしま 



_ ” I «■»» | 


I 0- Wincows 95^ ようこそ J の ffiSl が5示され5す. Windov 戌®95の W # や«い方など 
を知ることがでさます • こを®じるときは [ M じる】をクリックします. 

1 I デスクトッフ H 面上にある「お®いになる的に突行してください J アイコン苳ダブルクリ 
ックします* 

12メッセージ?)® n されたら [0 K ] 在クリックします • 

k 泛城わ d , 「お®いになる的 I こ；行してください j アイコンが適え家す • 


windowss95 f« 1z v; 了 7 vs vi-rs 
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バックアップディスクを作成する 



Microsoft Create System Osks 綠成か表示されたら.すべての«目のパックアッ 
ブを行ないます，[次へ >] をクリックします， 



2 作成 T るディスク t ? ットを洛択 T る函面が K 示されます • まず. CMOM セットアップ S 
ft ディスク时成しますので， 【 Wntova 95 CDStr ツトアップイスク】が邏« (S 
■& 表示）さ n ているのを鑲 s し、[次へ〉】をクリックし李す • 


3 1校目の： 7 t □ッビーディスクに、【マイク〇ソフトウィンドウス95 COROMC ットアップ SlD 
ディスク】と書かれたラペ^5貼0、フ〇ッビーディスクドライプニットに t 2 ットします， 
t ： ットした[次へ>】をクリックし余す • 


4 


フォーマットされてしディスクや.データが入つているディスクがせットさ nr いる 
ときは.フォーマツトしてもよいかどうかを 》 s?t るメッせージび表示されます • フ: r 一 
マットして％よいとそは.【はい】をクリックし茨す • 

コビーが究了しましたら dk へ]在クリックしてフ□ツビーディスクを取り出してくださし v 


1^1 


WMowsd 5 CCW セットアップイス 
クと96セットアップ13«^>スクの通い 


iWi » MECCD «1 r •，トアツフ»罗■ 〆 スク U . V か*イ 
ン ストー Jm と61こ霞 W し C® ヂ4スク1こは. hUT ) 『7イク 
D ゾフ►■ク <ン ドウ:？ 95CDnaMt ： y トア-フ K» アイスシ.と 露£^1 
て大^ こ M してく RTCVW 


96¢フトア）ブ OH 5 イス，は作 r4Xh«tt ぴ il 曾^ K 3 •しく 
te 今 ICH» プ〇ブラム弩文行し IHi 鳙*，斤5ためのディスクで 
T. こ氏>テ4スフには.«鼸の》1明ラべ IK mnoorn ^ samr-f 
スク_と儘I，た*. 14ひ〇びて犬®：:#•し C< だ； TU* 
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5 手扇 2 、 4 と ra 格に、フロッピーディスクを入え以下のらののパックアップを作成し 
てください • 

作成した VC ックアップ闲フロッピーディスクには.付属の汎用ラベルにディスク名を記入 
して、貼り付け大切に保 S してくださし V 

• Windows95 CO 阪它ットアップ 12*3 ティスク 

• Wln0oc4c &rO/V ドライパーティスク 

• ALPS Glide Polm ドライバーディスク 

• Neo Magic VGA ドライバーディスク 

• ESS サウンドドライパーディスク 

• TranXit3 

• iBftttUSB ド 9 イパーディスク 
- Cord Works 

• MS-IME97 

• インターネットエクスプ C3 — ラ 3.02 

• Windwvs95filt^ ィスク 

6 ex へ >] をクリックすると、孑！ ^ の a® に 11031 すので、【キヤン它ル ] をクリックします。 

7 システムディスクの作成を促すメッセージの表示をどうするか !6$ します， 

システムディスクを作成しなか： ) たときは、システムディスクの作成を伝すメッセージび 
■ の起 1 〇琦に我承さ们ます。 

▼ ボタンをクリックして . メツセ _ ジの « 示 ® 效を K 足してください • 



S 


あとでパックアップディスクを作成するときは 


i Note | 


P 夕•卜} J* タンそクソックし.メニュー<0 Iプ a グラム J - (アク 
WJI -【シス7ムクール1 -|C.-este Systor- OataJ 在贏》5 
t. Wlcrctfcn Cro-^c# Sy«em DsksffiflMW^CnFT. 


佑び fi « J し 

フた〇. m*. 


なくなったとさは 


m つたシステ足•行®つた o . »mwj 
したと e 谷とは三和こることこめ te . 

rstarins Wrxtow^i <t»rjnrtvdlH. ： |Mj^-€WTt« 

nrcn 公*:•メニュー rsa ^ c - ド在通只すると. ikmr.mvs 
鬌<■春 raairn : けで k 龜るここかで《，す，»しく u 
wr » dc *«^9^ マニ3 ft •在撕/く 


A 、 vc Q:p vc uHl-\>Jv> p« i -Tff a ^ s 
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9 J Windows ®95 の使いかた 

Wlnflows ®95 l 3. アイコンやボタンをクリックするだけの H * 撮作でアプリケーシ 
3ンを操ることできるシステムです。アプリケーシ3ンはウィンドウと呼ばれる枠 
の中で It 作し* *8 のウィンドウを W いて.ウィンドウからウィンドウへの文字や函 
像のコビーち簡绝にでき*す。また. 2つ以上のアブリケーシヨンを日時に実行でき 
ます。 

ここでは • アプリケーシ3ンの gft 方法など Wine ぬ本的な操作方法につ 
いて扶明します，烊しい使い方については，付属の Windows %5 のマニュアルや， 
お使し、のアプ y ケーシヨンのマニ:!アルをお R みください • 


> Windows®95 の画面について 


マイコンビュータアイコン 

ドライプのアイコンび展示芑れ、中に«•る 
フアイ』レやフォルダを貝ることができ李す， 


ごみ*アイコン 

したファイルや 
フォルダを一>1的に 
保*しておぐ通所です 




スタートボタン 

クリック，ると®■囑 
メニューが班わ n . 
アプリケーションを 
天行した 
投足を行なう 
□ールパネ ji 
イルを_するェク 
スプローラなどを e 
動でさます。 

(^42 ぺ 一 y ) 


_ ノ ： d ノで 

). 

P 5 D ン I 

りレやフ： 



タスクパー 


T -；：： 
切り瞽 

€$ B«t 


フ八—- 

さ n ているアプリケーシ5 


シ3ンを 
tf 又ることびで25す.右期!に 


旧どび^ 

ペー y > 


されています， 


ボインタ 

アイコンやメニュー坏ど 
在愚んだり、ウインドウ 
をの位臑や大 e さを変え 
ることができ求す， 


*；5を ON にすると WmcJows ^95 a ) l £ 動凾面が a 示され、しばらくするとアイコン 
やタスクバーと呼ばれるものが*示されます。この面面を「デスクトップ J といいま 
す， Wimjaws ^95 では.このデスクトップ上でアプリケーションを笑行し、いろい 
ろな作*を行います。 
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クリックとダブ n / クリック 


Windoyvs ®95 の世界では、文字を入力する以分のほとんどすベての»作を，ポイン 
夕(マウスカーソルともいい ST ) を®つて行い、アイコンやメニューの上にボインタ 
をのせてクリックすることで&理を荚行でき求す C 

ク 1 ノックとは*マウスのボタンを押 T ことで、本 » S には、マウスと同じ役»を果た 
す r グライドボイント j と左右2つのボタンが装«ご n ています： 

"■ パッド 

s を « n て動かすと. g ® 上のボインタが 
その勤2に JC じて勖2ます- 



右ポタン 

I 右クリックするとさに押します。 

WindowsBgs では.右クリックするとショート 
カットメニューび»云され笨す。 

左ボタン 

龙クリックするときに样します.ク u ックはます • 


►クリック 


パッドを1£0たたくこと（またはボタン 
を13?甲すこと6 メニューやアイコン、 
ボタン紅どを選択したフープ□など 
で文字入:^ XXD ■を決めるのに使います • 



•ダブルクリック 


パッドを2回たたくこと（莩たはボタン 
を索9く K けて20坤すこと。アイコン 
を*んでアプリケーシ3ンを起 il すると 
きや、なにかの SBS を?^ラするとさに使 
います • 



ドラッグ&ドロップ 

ドラッグとは*アイコンなどをクリックして a んだたままの状雎で » w >« 所に動かす 
ことです*ドロップとは、ドラッグして動かしたアイコンなどを • その場所に h くこ 
とです。ファイルやアプリケーシ3ンのアイコンなどを别のフ; r ルダへ移動したり， 
ごみ®へ入れて削味するときなどは、まず、アイコンの上にポインタのせ、左ボタン 
を拜したままバッドの上で指を動かし*す e 目的の霉所 S でそこで左ボタン 
を*し袤す， 


ボタンを « Tt 一 
ド□ップさ n . 
ごみ*の中に入る 


EDI 



Windowse9ol0{gs»rc 


左殯タン芝押した 

，ま Ittr^ 
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^アプリケーシヨンを起動する 

アブリケーシヨンをするには、スタートボタンをク U ックすると現われるスター 
トメニューを使います • （スタートメニューはキーポードか ^ Windows キーを押すこ 
とでら • 表示されます〉 

マイコンピュータやエクスプローラから、アプリ ケー シ 3 ンのアイコンをダプルクリ 
ツクして起18させる方法も® 0ます。 



7 [スタート】笊タンをク u ック 


アブリケー シヨ ンを終了する 



^アプリケーシヨンを切替える 

55行されているアプリケーシヨンはすべて、タスクバーにボタン表示されています。 
ウインドウの後ろに明れているアプリケーシ3ンを一*前に*示さ G たり、 B 小化さ 
n ているアプリケーションをフィンドウ表示して使えるようにするにはタスクバーを 
使います。 



アクティブにするアプリケーシ3ン 
のポタンをクリック 
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j ウィンドウを搡作する 

ウィンドウを動かす 

ウィンドウのタイトルパーにボインタをのせて，左 
ボタンを押したままパッド上で M かしたい方向(こ指 
を勦かします。 




ウィンドウの大きさを自由に変える 

ウィンドウの枠にポインタをのせて • S ボタンを押 
したままパッド上で! S を®かしてドラッグさせる 
と、ウィンドウの大きさを目由に変えることができ 

(最大化の状*では • 変えることはできません。） 



i ; 咖1 外»マウスを 

本体ネーボード 
はテンキーパツドやマウス， 


クスを SW すると 


:： M クタに，外■—ボー t 
.のケーブルそ爱躞で5承 


:ード次た 


リック， IW することで.外^ーボードとマウス勿5»に 
S え茨す • 李をペースステーシ 3 ンに* R して VA る讀 
dc . ベースステーシヨンのコネクタし r くだれ、 










10 ノ 


サスペンド機能とスピーカ音置を設定する 

実限にアプリケーシ3ンを®う前に，コンピュータ本体の勤^糴堉をしてお S ます • 


j サスペンド機能の設定 


本 » ffl には. Windows ゅ95のスタートメニューから[サスペンド]奄笑行すること 
で SS の状®をメモリに保存して源を OFP にし、. 3351を ON にしたときには ， OFF 
にする直的と同じ状想で動作させることができる「サスペンド® KJ が梅載されてい 
*すき 


この微®を有効にしておくと、たとえばワープロで文■を作成している途中で作*を 
中斷したいと®つた壩合*ワープ□を一旦格了さ G ることなく、電»を OFF にするこ 
とができます • 再び電源を〇 N にするだけで WBOFF の BK の伏醱から作#を始める 
ことができさす，ワープ□を SSI させてファイルを B み込 G 作*を*くこと 0 T でき* 


脚. 

atm 


t に便利です。 

iSI 時には、 B » ON の状醱で S 3? スイッチを押したとさに 《*^ OFF [こなるように 
技2：されています*このとき.サスペンドさせる*合は，次の手»で as を2¢して 
ください。 


A ; 主爾サウンドの爾生中にサスペンドは行わないでください* 


， 0 OS ^ パワーマネージメントメニユー<呤94ページ|で、 | Eaat ) k 5 Pow 0 fSawne ] にチ : ry 
クを入れ求す* 

^ Windows ^95 を Cm すると•コントロールパネ〇 / J フォルダ内に C パワーマネージメン 
H のアイ： D ンび&鬌し菜す. 

& r パワーマネージメント j のアイコン*ダブルクリックし.（•パワーマネージメント ( p>:j 
* e の下に®る『掃車 j fK*j nr フ j の中から rwfij を選択します • 

兮 r 以タート】メニュー<〇 [サスベント*]コマンドの*示 j の中で「鬵に断〇〇』のラジ 
オボタンを on にし家す • 

6 【 oc ボタンをクリックします c 

6 ■源を _«OFF にし.しな®しま9， 


= Note l サスペンド養能とレジューム 

”スペンド饮籲か MMJftONKC し.斷した状 
•承で Wf J ること％•レジュームとしんはす， 


1:^1スタートメニ:!一か3サスペンドさせる 

上!^せ行うと • スタート】ボタンを 
クリ V クすると表ラ n るメニ3—の中に丨サスペン K 1 が 
Mcn ^ T . こ疆ぶと.■漘スイッチの ire 枣サス 
ペンドにしなくて石，すぐにサスペンレジ：！ーム亡せ 
ることかでき泠す《 
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ノスビーカの音置の調節 


本体には、モノラ)レスビーカか内 a されていま 
スピーカの S 讎を3^8するには，次のようにします。 

Windows ® 95でスビーカの音置のみ調節するとき 


タスクパーの®を左クリックする 

— ^ 


つまみをドラッグして JWJ る （ FH 
ユー ト」をチ：！:ックすると S 两が 
焉复求す) 


** 

-pj 


Windows ®95 で左右のバランスや苗»ごと【こ M 節するとき 


タスクパーの氓在右クリックする 


Hiorag ] を左ク Li 

x-ra mny^jAfg 


ックサる 


ボリュームコントロール < ミキワー> の各 
S •用のつまみをドラックして « CT る 


• •-零 

一 •一 f 

ふ•'パり‘、 

M #8 •• «• 




ボリュームノブで音置を拥節するとき 

本体左價面のボリュームノブで明 B します* 

pc カードの発 sa は、このボリュームで a s « i を上げ. 

節します。 



置を下げる 


4 >J 义 恭搿 nr>4n:la-lDtts 命 ispo-r か 


使闵 T るアプリケーションおよび PC カード、モデムカードによっては別の方法で設 
定できるよ5になっているちのび3&り*す P その場合、使闰 T るアブ U ケーシ3ンの 
マニュア)しの音置 iS 定の«目をお筘みの上 IS ® して < ださし、 


45 







フロッピーディスクドライプユニットを取り付けるには 

本に 《• フ□ッビーディスクド3イブ:!ニットが付属しています • 

ここでは * フロッピーディスクドライブユ ニッ トの取り付けと取 D 外しの方法につい 
て脱明し ST * 

j フロッピーディスクドライブユニットとは •• • 

フ□ッビーディスクからデータをはみ出したり，アプリケーションをインストールす 
るとフ□ッビーディスクにデータを保存するときに使用します • 

フ□ッビーディスクからデータを K 
み出した 0. アプリケーシ3ンをイ 
ンストールすると芒.フロッピーが 
イスクにデータ©*??さ13： - •• 


A 5 主童アクせスランプが点灯しているときにヂィスク蓍取り出さないでください•デー 
夕 OTW するおそれびす6 

j 取り付けるには 

付腸® FDOir - ブルを便って • フ□ツビーディスクドライブユニットを外 W けにします • 





A 注®明*の®には，必ず本® S の霞*を OFF にしてくだ 5 い • 袤匕サスペンドの« 
韁で捿親することはできません • この場合、パワーマネージメントで電廉スイッ 
チの鶚能管 0 M /0 FFiC してください* (498^-ジ） 
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J 取り外すには 


注意取り外しの鴕には*必す本 WS の*；！を OFF にしてください。家た、サスペン 
ドの状 B で取り外すことはできません。この塌 S ， パワーマネージメントで* 
似イッチの鷂能奄 ON / OFF にしてください。（《>90ページ） 


A ；^ jg フ□ッビーディスクドライブユニット安外付けで使用する壩合、フロッビーデ 
ィスクドライプユニットの上にものを載せたり. e 擊を加えないでください c 
故雨の a 因となります 


VJ o VJ fx，l HlA>Jv>K vll A va :lHvc 了 命 sa2Eq: か nw 




フロッピーディスクドライブの使いかた 

ホ SS には、 3.5 インチフロッピーディスクドライブユニットぴ付 K されてい57- 
ここでは.フ□ツビーディスクの取り扱うと5の左通と、ドライブにセツトする方法 
について Si 明します。 


〇フロッピーディスクを使うときの注意 

3.5 インチフロッピーディスクは、入力したデータなどを保存 T るのに使う大切な6 
のです • 取り扱いにあたつては次の《を十分注窜してください〇 
また、フロッピーディスクを受わない笔合ル必ず、コンビ]-夕の電»をオフにす 
る W にドライブか5取り出して.»当な場所に保供するようにしてください* 





R み儒きできるフ蓴 ーマプ トは？ 



でのフォーマツトは*? 


のの状零では. 20卜5ックタ 
イプ)の 720KB. 2HCXU0WS 度 C トラック，イプ劝 
1 44MB - I 2MBO* フ#ーマフ N5 フ a ツビーディスク 
み鼸きで疗农す， 


•フ〇ッビーテイスクを MCTI* に曹る. 3モード 
ド，イバ f 出 IW インストール ifi 知以リード/ライトのみ€ 
サポートするもので.フ Ov ビーディスクのフォーマット 
は行えません • WTc . 12»/8©デ<スクから1»すること 
ちで 
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yj データを g き込み禁止にする 


フ□ツビーテイスクには、 WS つて保存してし V § データを消した上霱$されない 
ように*1¢込みを祭止(ライトプロテクトといいます)することびで芒るようになつ 
ています。 

ライトプ□テクトを行うにはフ□ツビーテイスクの裏劁(金 a の円«ぴ見えるほう〉の 
_方のカドに35るライトプロテクトノッチを ft かします 6 



♦書き込み祭止ノッチがこなっていると • フロッピーディスクをフォーマット 
したり、フアイ)レの塞き込みや消去などができます c 
•轡$込み祭止ノッチが•下 fln こなつていると《四角い穴が两いている状*)、フ□ッ 
ビーディスクのデータを消去した〇、上書芒したり、洽加することはできません， 

J ドライブへの出し入れ 

フ□ッビーディスクをドライブにセツトする場合は、ラペル面を上# i にし、シャッタ 
一の E るほラを先にドライプの中に挿入します t 

フ a ツビーディスクが正しく tZ ットされると、 FDD イジ z クトボタンが fSf び出します • 



フロツビーディスクを取0出すときは、 FDD イジエクトボタンを斧してください • 
フロッピーディスクび少し飛び出し • 取り出せるようになります， 


VJ 

□ 

Vc 

IT 

I 

HI 

入 

了 

vJl 

A 

U 


» 
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MEMO 
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キーポー ド操作に 
なれよう 


キーボード上のキーの位 Sc * 能.および文？の 
入力方法について K 明しています， キー ポード# 
作になれて US し\方は必ず fiR みください。 






1. キーボード各部め名前と费浼 . 52 

2. 3 T ? を M する . 57 


a 




u 


キーポード各部の名前と機能 

キーボードは.文字や妃号を入力した0コンピュータへ指承を行う役目をちつてい， 
す。ここでは、この キーポー ドの s キーの名啪や**につ〇て肤明し*す • 


システムフアンクシヨンキー 



_齟_刪咖細醢醢咖廳 

_應蘭， 

咖■咖卿細^^ 

: 


□GOPiBII 


ウインドウズキー 





«■车ーアプリケーシ3ンキー 


キーは.その**によって大きく3つに分けることかできます • 

ここでは. ® S ±. キーボードにアミをかけて肤甲していますが • «品のキーボード 
は色分けされていません a 


^文字入カキー 

主に*アルファべットやひらがな，カタカナ、教宇. S 2 号などを入力するためのキーで 
す e 1つのキーに2つ以上の文字が刺0当てられてお tX C ^ Timml 一" 

は a —のキーです>の各キーと組み合わせて目的の文字が入力できるよう 
になってい*す， 

»いかたについては、57ページ「文宇を入力する J で»しく is 明しています • 


J 制®キー(薄いアミの部分> 

文字入カキーと組み合わせて®うキーや，入力する位鼸を決めた〇動かし tD するた 
めのキー.および.コンピュータ(こ対してコマンド(命弗)を送るためのキーなどです。 
これらのキーだけを使って匬《文字を入力することはでき，〇ん* 


1^) キーの □ッ ク状蟠 について 

キーには. 10声す C とに状«|««$れ. 

なるキーと. Zffcn ^ tc 善したと ec け徽 IE 7 るキーの 
2 iiciaso > す. 

□ックされるキでの3_麯のキーは. D ツジ« 
_ r こ: g るとステータス LED が 《 打し 家す • 


BBIMI 
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J システムフアンクシヨンキー(濃いアミの部分） 

利百キーの一つで E る IZK) キーと k フアンクシヨンキーの組み合わせによ0、«示を 
LCDS 承にするひ. CRT (外®モニタ》表示にするかを切り»えることができます A 各 
の S? 畑については麥勝ページを SS みください • 

クロックスピードを変える 


&B； S 


1回押すごとに k FAST (速い） /SLOW (運い）が切り M わりま 


LCD 表示か CRT (外部モニタ)表示かを切り H える 


画 +B 


1回押すごとに、 LCD のみ一 LCD CRT 同時， CflT のみの雇に切り 
B わります。 


x イスプレイにつ tvC は. 81ページを BSC みくださし、 

as を明 s する 


3 E ♦ 丨巨拜 


痒すごとに*輝 K (パックライト}か上がり*す。 as は3段瑤の 
テーシヨンで切 DSO ります • 


J アブリケーシヨンキー 

グライドボイントの右ボタンに相当する槪能わ也り*す C 使用するアプリケーション 
によつて • »作ぴ巽なりますので I お使し泊)アブリケーシ3ンソフトのマニュアルを 
梦绅してください • 

J Windows キー 

S 独で押すと Winck > ws 95 「スタート J メニューを表承します • 次のキーと6わせて 
押すと、 WnOows 95 の代8®?ながすぐに使えま？^ 

■KZD Wrxfcws95 のヘルプを表示 +3 ウィンドウの最小化 

■H® タスクバー4こ S 示されている +3 「ファイル名を粒して断 J 

ボタンの切り«え ダイアログボックスを R 示 

■H3 エクスプローラの«« r システムのプロパティ j ダイアログ 

■KEI ファイ.Iし相甯 e«s ボックスを»示 

コンピュータの核索 a 面表示 


うを £.々•，• c . r . J . ヶの 70(^5 
£^ボート>ら入力でき於?ん《これらの文字日 
ステッ崎どの_«视、四，入?7 
してくだ 3 A 防〜の文字な 55 S 1+0 で入力でき茨す. 


-tt-—Tnl 了 S 苗 8[» 到 or 雜雜 
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各キーの糖能 



中止や中断させるコマンド(曲令)を送ります。 

OESC (エスケープ)キー 

S 定を¢0淋した»行赛中 it するときなどに押します“ 


©Pause BrMk (ポーズ • ブレーク)キー 

35行されてし必もの■を中®■した 0. フレーク®号を2ると5などに押します， 


泣定されている滠能を呼び出すときに使います。 

©フアンクシ3ンキー 

@かまでの〗2■のキーにそ"れぞれ81_爱やコマンド(命食)が*!り fj けられてい家す* 
内8はアプリケーシ3ンによなりま Tr 


コマンド(命令)や按定されたものを決定するときに使い«す。 


(命令)や狡定2 
(エンター)キー 


© Enter (エンター)キー 

通京、あるコマンド丨 tMi の英行を決定したり.投定 c れたものを跚疋させるというような塌 
含に-し》す. 3：た、文字を入力してし必ときは、このキーで改行させる C とかで5家す • 


晒のハードコビーをとったり、 Wlndow #95 の酉面を取り込むのに使います。 
❻ PrtSc (プリントスクリーン) キー 

Wlndcws^QS を使っている鬌合は.表示されている SE を®0込んでクリップポードに ft 
で5ます • 


文字を11集するときに使います。 

❻ Insert (インサ-卜)キー I □ックされます1 

文子入力のモードを切〇曽え茨す，丨 M 搾すごとに k カーソにある文字の聞に ff 入する 
r インサートモード j と，カーソル位■の文宇に上馨きする r タイプオーバーモード j t/wo 
鶴〇〇ます， 



カーソル位■か3右 m 又宇を刚味しま罗，カーソル位證は霣わ0ません • 

©Back Space (バックスベース}キー 

力ーソル也臞から. S 供の文亨を W 険します • カーソル位■は左に》メていき求す • 




❾ Tab (タブ)キー 

ヌ:字を入力してし译 ときに このキーを押すと， タブが擇入さ n カーソルが e に移 ft します。 

午一を声すと、一つ®のタブ位謬3：で s りカーソルが左に移 ft します • 家た 、 s 
計！!やデータペースなどのアプリプーシヨンでは.次の項3への移»移どに使われることも 
¢9ます • 

文宇入カキーと組み合わせて、文字を入力するときに使います。 

®CpLK (キャップス□ックい英教キー【ロックされま T】 

アルファベットを入力するときの文字櫓を切り》えま氕厂 a » w |^ —と_に1とに. 
r 大文字モード j と r 小文 r モード」が切〇鰱わります • また • 〇らがな/カタカナモードか 
らアルファベットや 5 T 字を入力する英》モードに切り B 又るときにち®います， 

©半角/全角 キー [ロックされ*す】 

文字を入力しているときの文宇■を切 os えます • ib 拌すごとに、 r 半角モード j と.「全角 
モード』び切り s わります。また、 [ i ?3 キーを押し钰がらこのキーを押すと r 日本®入カモ 
-ド j に狂〇李す • 

©Shift (シフト)キー 

他のキーと同均に押すことで別の徵麻を英行した 0. 実行方法を一斉的に変えた0すること 
びできます a 拥えば.「大文字モード J で文字夺入力してし、ると5に • アルファベットキーと 
互神にこのキーを》すと、小文字で入力することびでき？:す。 

空白を入れたり、 灌 字に変換するときなどに使います。 

飾変換キー 

日 s 田入カシステムを®つてし\るときに、入力した文字を茨すなどに変換しないときに押し 
ます • 


日本 «7v^l システムを使って L 沿ときに.入力した文字を*？などに変携!すると5に押します • 
©カタカナ/ひらが《キー【ロックされます1 

r カタカナモード j と「ひらびなモード j を切 ob えます。 r カタ乃ナモード」のときはこの 
キーのみ. r ひらがなモード j のと g は[如 ■! キーと w 时に押すと切 ogoo ます • s た、 
^ rr 55[| キーと0時 I こ神すと力 T キーの ON / OFF を切〇 ㈣ えることができ茨す • 

❷スぺース车一 

文字を入力してし兔ときにこのキーを押すと.スペース ( SB ) を入れることがで C ます • 


カーソルを ft かしたりページをめくるのに使います。 

❶カーソルキ_ 

通常.キーに#記さ n てし\る三角印の方向にカーソルを移»するときに®います • s た 、 |>»i 
キーと B 時に使うと.ページ切0»えキー fPgUp / PgDn)、Home (ホーム)キー， End 《エン 
卜*)キーとして«»し茨す， 


他のキーと組み合わせて樺能を実行するときに使い*す 3 組み合わせるキーと 
機能は使っているアブリケージヨンにより異なります。 

© Fn (エフェヌ)キー 


Iンによ？)異なります。 


キー ボード上に*?©^で f « E でれてし必鎪陡を « うときに • そ<0キーと确に押します • 

❻ Ctrl (コントロール)キー 

文字入カ キー や他の W « キーと明み6わせて使うことによ〇矜定の動作をさせることができ 
ます. 

❿ Alt 《オルト)キ_ 

オルタ ネー トキーともし文字入カキーや他の明霣キーと«み合わせて使うことにより • 
柃定の ID 作をさ它ることびでさます， 


1 H 己でれている鑛陡を«うと杏に • そ<0キーと^}に斥します • 


^—^1 1 
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Fn (エフエヌ)キーと組み合わせて使うことにより、キーボードの韆能を変える 
ことができ*す， 

® NumLk (ナンバー□ック } キー【□ック されます】 

—とに拜すと•キー代ードの石半分の部分を*)字キーとして®えるようになります • 
このをニューメリックキーパッドといいま T- 

@ScrLk (スクロールロック}キー【□ック されます】 

キーを押したときの锄作は S アブリケーシヨンによ OR なりますが*通常. （ E 3 キー 
と向時に押すと.カーソルキーのを変えることができ求す。 


j テンキーを使って数字を入力する 

a 角、数字は英ードのと5にファンクシ3ンキーの下に at んでいるキーで入力す 
ることができますび.©キーと s 的にキーを拜すことにより、 E の®分〖ニュ 
ーメリックキーパッド)でも B ? を入力できるようになります。文？よ〇も教字の入 
力のほうが多いとい3壜合などは、飗卓のテンキーのように使うことができるので® 
利です。 



^ Nple ] WION の家家カバーを BB じると 

サスペンドび WV こな:>てい香と CC 、 電 JP そ W 05 ま力 
バーを，じると.サスペンド状®に入り龙す. 9 分ペー 
ジ> 
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文字を入力する 


キーボードから文宇を入力する方法について找闲します。ここでは.芩 » s にインス 
トールごれている 8: E 入カシステム MS - iME 97 を例に8¢明しています。別の日本 
S 入カシステムをお使いのときは、お手持ちのマニユアルをお我みくださし、 


I 入力方法について 

Win 0 ows ®95 K » ffi 後は何6表示されていませんが、デスクトツプ上をクリックす 
ると日本 S 入カシステム ( IME ) のツールパーび現われます •「 AJ と表示されている状 
®(B 接入カモード)では、半角のアルファぺット/カタカナ字と，キーポードに5 
K されている S 号た•けしか入力することができません，左*の 「 AJ と»示されてい 
るボタンをク U ックして入カモードを8ぶか、次のように*作をするとツールバーに 
各ボタン#示さ n . 全角の文字や漘字を入力できるようになり*す • 


1キーを押しながら lis " 


キーを押す 


入カモード«»モード 

I 〈初期»定では 
我示ごれ宋せん） 


E 97 のへ jl / プ 
カアキー • Caosuxk ^ 
次*インジケータ 


I ぁ令 M 


入カモードと変*万式は.ボタン在 
クリックすると s 示される u ストか 
ら a ぶことがでさます c 


[ MS * IMC 9 フのプ□パティ】ダイア□グボックス表示 
[ ms / 用例の sa 】 タイアロクボックス 
[ S 字薄 B ] ウインドウ?!示 


ローマ字入力とかな入力 

ローマ宇入力は、□ーマ；を入力して目的の0、な文字や溪字を入力する方法です e 
たとえば* r か j を入力するときは k と a を a けて拜すことで ro \ i び入力できます， 
かな入力は.入力するキーをそのまま押してかな文宇や漢字を入力する方法です。 
たとえば k 「か』を入力するときは[か】のキーをそのまま捽します= 

どちらの方式で E 本播入カシステム ( IME ) を起®するかは、 【 MS * IME 97 のプ□パテ 
ィ】の中で段®します。 

また、□ーマ宇入力のと(こと ( J 5® を曰時に押すと • カナキーび ON にな D 、 一 
時的にかな入力できるよう(こなります • （かな入力のときは.カナキーの ON / OFF を 
切00えるだけで、□ーマ字入力にはなりません” ） 


爷 — 殊 — 了 SSB8:ss5fv 藤荔ヽヽ >444 命 Aa--rs 
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文字の*頸と入カモード 

入力できる文下の(こは「ひらがな」 r カタカナ j 「アルファベット』 rts 字 j 「 e 号」 
などが so * す。また，文字には全角文字と、その学分の大®さの半角文字の2»煩 
か®ります 3 文字の禅!8を変える方法には2通 D あります。 

•入力和に文字の禰58を決めておく •切»キーを释すか.ツールパーの[入カモード】 

ボタンでモードを選んでから入力する 

• 入力後に文宇の稽頊を決める . 全角ひらかな.カタカナモードで文宇を入力 

してから®〜キーで ft 望の文字格(こ変換 
する 


トド 

■ BfIT 、 


Ml 卜 

金•ひ5がな 

粑 



金負カタカナ 

7 

te ] + 肉，力 4 

四 

半角カタ乃 T 

7 


© 

t 角 Wit 

A 

W 

til 


A 

晒琢狄 

[ PtO ' 


華ひらびなと酒；には全角文 t し cr 布0ません • 9 ft . •霣乃タカ r から 

金由: tfj こ切り B 天ると e は |5 S 7^： ネーを霽しま》, 


日本 S 入カシステム 0 ME ) が2ち上びっていると3に，ひらがなで入力してから^) 
キーを押 T と；5宇に変®されます。も3—度®キーを押すと別の溪宇か•表示ご ru 
さらに_キーを样すと候捕一荑が R 示されます。》しい*作方法については，付， 
の Windows ^95 マニ]ア; U®MS IME 97 の: S 目をお fi みください， 

^文字入カキーの使いかた 

1つのキーに2つ以上の文？; ya り当てられており.せ^の 
各キーと組み合わせて目的の文字を入力できるよラになっています。 


@を押しながら 


口-マ T 入カモードで 
このキーだけ 押す 


# 

b 

3 

あ 



かな入カモードで 
1^1を ff しながら 


かな入カモードで 
このキーだけ押す 
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«1カナ入力の場合は.カナキーを OFF に切〇覦えてから入力し茨す • 

m 2 ©キーと W 時に^^)^一を神すことにより、キーボード5半分のテンキーキーバツド苓受つて这字を 
入力することがてきます • 


{ nate \ 大文字/小文宇モ■ドに B 定するには 1，1 1 STMHS で大文字沖文切〇鱸えるには 

•5 ST キーを?9し夺ぴら^~萍一枣1©择すと. 「CAPS 口 kPf — €押しなの*5アルファペシトキーを用すこ • 

75 j 0 W 4 :«神 KEA ^( ON > C 小文 TW M のぞ-ドとは政方 T?> こときます•：货 

: T 入力 fOPB び切り霭わ〇ま 7* ON OFF の Ct® は • 4：体 えば、大文字モードで g キーと日的に*すと石」 

のステータス LED か.ツールバンジグータに示され 笮入力で《ま7， 
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マルチメディアを楽しもう 

Windows ❶95のマルチメディア S 职， 6よび 本 
Kffi に 搭« されているサウンド«能の管いかたな 
どについて SS 甲しています。 


J 




1. サウンド 液能を使う ••••• 

2. マルチメディア渡貶を使5 
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サウンド機能を使う 

本 Rffl には、ブウンドブラスタ PRO 互換サウンド》菜が搭«さ n てお D . H . S を入出 
力するための纗子やステレオスビーカ、マイクなどが用*されてい*す,，ここで 
は、これらの®いかたについて52_し求す。 



0内葳スピーカについて 

本体にはモノラルスビーカが内*さ n てい*す • このスピーカからは次の6«換の爸 
* からの g 两を出力することができます。 

それぞれの SS は， WindowS®95 のアクセサリ「ボリュームコントロール」を使つ 
てそ n ぞれ別々に «B し fcD k ミキシングすることびでき床す。 

: r 体のボリュームノブでも: HB できます。 


PCX ビーカ 

コンビュータに槽 A で！ mic nr いる•ビーフ B •を死主▼るです • 

PC 力ード 

PC カードから契生 T る罾齊で罾. 

apai 力機 mis 鼴している pc 力ード％ R ■し.囊声％出力する ire 
になつている霉色のみ.スビーわか 5 B?*% 出力でき，， • 

(モ r ムカ—ドなど> 

デジタルサウンド鼸« 

16 ビット DA コンバークを tt 用したサ 9 ンド 02 ¢からの用生 B，. P よ 
び.シン 1 ?サイザ曾瀑から出力亡 n る bp ■です • 

マイク入力 

マイクやマイク入力 _7 に me 亡 n たマイクかてす • 

LINE iMJj 

LI ぼ (NHIT •に嫌广れた分«オーディオ費器からの琶譯です • 

MIDI 

VID 再生がで》霣す， 


j 内®マイクについて 

本体にはマイク(モノラル)が内 B されて 
い*7,このマイクを®うと手経に酱 
声をコンピュータに取0込むことがで 
e ます。 




A 内藏マイクの家リューム苓羅大 C して錄胄すると.スピーカとハウリング赛 S こ 

し’ェ忍 して正しく B 奮されない場含が《り袤 T .* 切®ポリュームで»窗してくださ IX 


i Nf>T ^la ■を w 節する rc は 

スピーカの■爾は、タスクバーの〇せプリ•メクし. s 示； r 
れゐポリ3—ムコント O - ルで嫌!!し，す. 

9た, 本 U のポリ3—ムノフでも HBT 今，す • 
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マイクや外部オーディオ機器を接統する 

本体の右®* S には、マイクや外部スピーカ、オーディオ*器などを接坟する綳子が表 
馕されています，すべてミニジャックになつていますので、ミニプラグいている 
オーディオコードをご用意ください。 



VIDEO 出力賺子 

TWK ) ビデ7ケーブル <FCA 
ジャック）を®用して.外« 
ビデオモニタやフ〇ジエクタ 
c 格 tt しま 7. な®、ビテ7 
クープ』レさ，们_7••ビテ; T 費 
M —ブ j レ^して sa しま 


MIC W マイク入力嶋子 

モノ 3 J レマイクることによ0、 
マイクからの舍声をコンピュータに® 
0込 C ことびできま 5* 

( C の場 fr 
なく狂0¢甘 •） 


。•〇 


UNE IN 外(■入力漏子(ステレオ} 

—う 
ことによ*: 

73セツ 》 

らの脅痒をコンピュータに « C _ 
込むこ <1かで 


» r m 、，，夢，，丨 

ーティア看; K ， S « T る 
:より、 CO フレーヤーや 
.トデッキ.ラジオなど？？ 


SPEAKER 5 

ステレオス t 
3ンビュ _i 


< ER 外葛スピーカ筆？ 

r ス ビー；) 暫费赋することによ 0. 
•夕か5出力亡 n る a 孵モスチ 
レオて鴻らすことがで，:《;す. 


B & 


VIDEO 出力は XGA (1 D 24 X フ BB ドット）モードをサポートしておりません。 
SVGA (800 x 6 00ドット }、 VGA (640 x 480 ドット）の解像魔でご利用 
くださし、 







J MS - DOS アプリケーション使用時 

本製 S のサウンド截能は • サウンドブラスタ PRO ( FM シンセサイ tf 醆 tt を除く）と 
ります。 

ゲームソフトなどのサウンド«推をブボートしている MS - DOS や州 nflows 3. 丨用の 
ソフトウェアを使用する塌合.サウンドの投足は， f サウンドブラスタ J または「サ 
ウンドブラスタ PROJ を S 折してくださし、 

ま匕投定卸こは. I / O ボートアドレス、 RQ チャネル， DMA チャネルか‘次の鏟に股 
定さ n ているかど5か播認して<ださい A (この SS を行えないソフトウェアちあ0 
ます} 



I / O ボートアドレス :220 H 
IRQ チヤネル ：5 

DMA チヤネル ：〇 

データビ ット轜 ；8 b«t 


Windows ®95 では上 E 項目の*を目 K 的に35するため • DOS 上での S $ と»な 
る堳合があります a 

Windows ®95 の DOS プロンプトで， DOS ® グー ムなどサウンドチップに S 接アク 
セスするアプリケーションを使用する«合は、コント□一ネルのシステムの中の 
デバイスマネージャで5示される[サウンド.ビデオおよびブームのコント□ーラ] 
項目をタブルクリックし、リソースを*示させ、各®を#®してくださし、 
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マルチメディア機能を使う 

Windows ®95 には.マルチメティアを*しむためのいろいろな概除 tf 用載されてい 
ます。ここでは.これらにつて SS 明します。 


マルチメディアを楽しむツー jWi 、 [スタート]ボタンをクリックし、メニューの I プ 
□グラム】-【アクセサリ】-【マルチメディア】から！£»します。 


か《 

• d ，、 

tl 9-，TtHW 

」 / rf " •"今く 


i tfcon -卜 

4 作 t wv- 

jj ” 1 - ‘ x^i 
5 tr/7 n*- ゃ - 


j CD プレーヤー 


音粢用の CD を再生するブレーヤーです T CD - ROM ドライブが接15されている ttSB で、 
ティスクを CD . ROM ドライブにセツトするだけで目動的に g 動し、两生させることが 
でき*す。 

他のアプリケーシ3ンと同時に使えますので.お式に入りの g * を B きながらワープ 
□で文筆を■くといつたこともできます。また • アルパムタイトルやアーティスト名 
などを登»したり、好きな曲だけを逸んで再生させるといつたことも可*です。 




[01] 00:05 


ア - f 柳 j 

w ». c ： f 

細ぬ f 


c|zj：£j 
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j メディアブレーヤー 


WAV フォーマットのサウンド ， Video for Windows で作ら n た AVI フ: r ーマツトの 
ビデオなどを再生するプレーヤーです。この他にも、デバイス《用辺機器やドライノ D 
を gffl することによ OMIDI ファイルで S 楽を《赛したり， MPEG 形式のビデオを角 


生させることもで 5* す* 

インストールされている WirxJows ®95 には • いくつ 0* のサンプルか用®されて£0、 
すぐに楽しむことができます * 



〇サウンド レコーダー 

マイクや LINE 子から入力された g; を fi * し，録 S することができます 6 SS 
したサウンドは I WAVK 式のサウンドファイルとして保存でき*す，再生 2 K を変 
えたり エコーを かけることもでき.オリジナルの tT ウンドを！!中に作◦出せます M ま 
た、にはマイクが内«されていますので、ボイスメモとして活用することち可 
暖です。 



ji Nota 1 Vidoo for Windom 

マイク□ソフトな 0 WI した T ジタし勳 MRP ! 生ソフト 


で T, ビデ: T 乃メラで瓣影し夂»像5ど吏ビデオキVフチ 
ヤー ポードを介して:3ンビ ユー タに®0 A み.龜篇してフ 
アイ子 SAVIIIC*; で，* . VV«r>0a>S^95ICl3. 
再す節免のみ拓鼙ご frat ます • 


i Nptp 1 MO (ミディ》 

霜在外»け•らコント□一 zt するた*>2；釋萆インタ- 
フ Z イスです. 3ンビ n —夕に FT 5 lKWi [> aj (» 々な秦» 
の费色か JMern てを推缺し， MG 彳フアイル1«»7 
は MO RM『l 膏メディアブレーヤーで R み込 C ことによ 
0 S 裊を裏 MT.IW ごせるこ d ： がです • 








J ボリュームコントロール 

マイクや LINE IN »| 子から入力された8庳や、 WAV ファイル、 MICH ファイルなどの 
S ». S 楽用 CD から出力される音 F の音鬅やパランスを、ごとに SMfiT ること 
かできま 



VJUs\yHlA\Jig 你涵 5 
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システムを拡張する 


PC 力ードの使いかたや I メモリや八ードディスク 
を交換する方法、および，外§5闹辺®器の® ft 方 
法につレて S 1 明しています。 



PC 力ードを使う . 70 

USB ポートを使う . 74 

メモリを® SST る . 75 

八ードディスクドライブを交換する フ7 

外部キーボードやマウスを»«する . 80 

外 S モニタを接》する . 81 

IrOA ボートを使用する . 83 












u 


PC カードを使う 


本体には， PCMCIA Ve「2.0WB に潷»した PC カードスロットを達8しています。 
ここでは、 PC カード規格および装着方法とモデムカードを使うと U の注*»瑱など 
について H 明します c 


〇カード規格について 


PCMCIA^ 
の略で 、 j 


、とは. Personal Computer tremor / Card International Associatico 
ノー トタイプのコンピュータなどに«鳙する IC カードを .メーカーが興なつ 
てち共遇で使用すること Ot できるように定められた妖一規格で.一般に 「PC 力ード」 
と呼ばれています & 

ノート»パソコンに目じ規格のコネクタとス□ットを投けて.樺クな糟 S のカードを 
3LSS することでパソコンの WE を ffi 强できます。 

カードには、メモリ、八ードディスク.モデム. SCSI インターフェイス、 LAN など 
様々な稽》があり、カードのサイズによっては2校を同昀に使うことも可 (E です， 


ま/^ PC 力_ドを使うには、コンピュータに PC カードをさせるためのデバイス 
ドライパを組み込む必要びあります。 

本 8JS の場合、デバイスドライバは、すでに組み込まれていますので、 PC カードを 
そのまま装*するだけで使うことができます a 


| CardBus 規格 

Card0usi は PC カードス□ットと£換性を持ちなびら PO パスに対応しているス〇 
ットのことで，»速なデータ K 送が可*です • 本体の PC カードスロットは上下と& 
に CardBus をサボートしてい*す， 


^ ZV ポート規格 


2V ポートとは ffi 理に CPU を介？ないことで.なデータ転送を可*(こしたボート 
です：本体の PC カードスロットは上下どちらか1スロットで ZV ポートをサボ_卜し 
ています。 （ZV ボートを使用9るには CardWortcs び必 B になり*す •） 


1 E 3 


Card Work3 のインストー JWC ついて 


Card WoBks 赛1廋ィンストールす公と.上下と55か1ス 
〇ットが ZV ポート導，にな0¢す • ZV ポート対の PCJ 3 
ード？®司しなしは.カードワークスをインストール 
しなしにしてくださ V 、 


D 


システムを§する 
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j カードサイズについて 

PC カードには、現在 I TYPEIW さ 3.3 mm >, TYPEn (»?50 mmK TYPE I 
( If さ 10.5 mm > の祭のタイプがあ 0 ます • 

本 Kffi では I TYPE I または TYPE II の力•ドを2枚、または TYPEDI の力ードを1枚 
すること0 ; でさ求す v 


j 力ードの抜き盖し 

PC カード«、コンピュータの動作中でら抜き5しすることができます • 

PC カードが较驚されると、どんな梅翔のカードで36るのかを自動的に S 3 し、すぐ 
に$えるようにな〇求す， 

PC カードを利用するアプリケーシヨンを实行する R に PC カードを装*して*3いてく 
ださい。 


カードを装着する 

7カート•ス□ットカバーを田の方向に w けます, 



ビープ音が期5ないときは 

の眾リ2-ムノブびレられてい*，. *た《、シス 
テムコンフイクレーシ3ンメニ2—のでスビー”の出 
力が*功になつてぃ家す， （92 ページ） 





2 カードス D ットは上下 2 フ® 0* す • どち6かの空いているス□ットに、 PC カードのコン 
ビュータ « n こ««するコネクタがいるほう夺■にして.ゆつ<りと«し込みます • 
正し<«邏されると k カードイジ!:クト m タンび飛び出します. 



• TVPEII のカードの钃合、ス□ット2<下>に轚し込み？す_ 



注] g 翼なる供 格のカード 蓍 wit ると、 ttS 的にシステムに** 蓍磚える b それが 
あります. 必薈ソ_テックの) 8* する PCMCIA* ■のカード 1C* 用ください • 
家た、お IHV * めの*は本 Bft に対応しているかどうか萑ご雄 B ください • 


〇正しく力ード用ドライバが®み込まれていれば，カードを《し込んだときにビーフ B び 
r ピポ j と_つてシステムびカードを is « します。 

でさなし化亡はビーフ s び r プ j と晒〇ます* 

力 • ドの接《やドライバの禮5»4•甩叻してくださし V 


カードを取り外す 

7 【コント CI ールパネル】の中の [ PC ガード （ PCMCIA )】 のプロパテ/由®上から ® Q 外 
すカードを*沢して，[終了】をクリックし家す. 

2 取0外したいカードび揉属さ nr いる僑阳.カードイジェクトボタンを#し家す， 

3 カードが少し s び出しますので.ゆつ<〇と引¢8¢ます， 
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△注意 


PC カードを取り外す的 Cs HDD/FDD アクセスランプが濁えていることを 
してください。 

また、システム動作中に力ードを取り出すと、予颺しない障害が fl 生 T る可 ffi 
性び¢0家す。 


j モデムを使う 

モデムカードを使用して* B 0« をつなぐと、 Windcnvs ®95 の 3® ツールを®つて 
データの送受居を行うことができます e また、 FAX 獲*を g 載しているモデムカード 
と FAX アプリケーシヨンかあれば、 FAX の送 S 15 ち可*になります • 

モデムカードは最大 2 校まで装鳙することができ.装看さ ntcs でそのモテムカー 
ドの設定«が決まり*す。 


八イパーターミナルを使うときの注 St 

バイパーターミナルを使って as を行う場合には • 次の点に注*してください。 

• 八イパーターミ: rn / WCOM ボートは自動的に KS されているか • モデムのイン 
ストール時(こ投定されています。設定を変更したい*合は、コントロールパネル 
のモデムで S 定してください。 


w ^ d | 


I/O アドレス 


[worojl 


IRQ 


CRJtf データをや Ci 礮〇するために使用7るナゃネルで. 
いくつ?り当て5れています • 

找っ ru る霉合は、 S 3 M 押な5なぃようにする必 s 
r ^， K > tttf . 州ではプラグ P ンドプレイ鞭 
tt によ08霞的 •«* な‘:！•こ IKT^r •ま T . 


BL 3»» JT « CFUI こ対 し zmo 込みを聲 ItlT るためのチサネ 
ルで • いくつの齡地0^9当ててし•茂す《蠼»の Q 
13_»ヶ«コている塌 S 3. KT « i »«5 ttt ^5 lC 7 
る必霎ぴぁ〇家すび.州け Jcryi ^95 ではフラグアントフ 
レイ»®によ〇百*^に»愚な■•こ®^れ衮す， 









USB ポートを使う 

本 » ffi に《、 USB 対 tTv 機器を取り付けるためのボートがていま 
ここでは， USB ボートへの USB 対石癮 M の取り付けなどについて M 明します ■ 


〇 USB について 

US 日とは、 Universal Sirial で，シリアルインターフ 1 ースの規格です，キ 

ーボード，マウス、モデムといった E 送送3の低い 5 S 液 器を B 大127台まで: BJST 
ることがで U * す：なお US 8 ポートを 《 用するには， S«T る9 辺赛霤 《よび利用す 
るソフトウ I アが • 本インターフェースに対芯している必®が®ります e 



〇 USB 機器の取り付け 

本体左側の U 58 コネクタに USB の接«ケープルを Sfi してください • 

A \}^ E ^ y 篋 R する US8«Hhc よつては k USB«« に 付！! のドライパー 署 インストール する 
必囑があ0ま T .. 
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メモリを坻設する 


本 SS には.マサーボード上の 16MB メモリと、 16M8 の拡張 RAM モジュールで合 
gt32MB のシステムメモリがに装 S されてい8：す。珥用 »*RAM モジュールを埔投 
することにより*大 BOMB までメモ U を使うことができるようになります。 

最大 80MB までメモリを墩設する堳合、〗 6MB の »3!RAM モジュールを取外し、 
32M8 の ffiSRAM モジュールを2枚 tz ットで g 着してください。 


A ；^jS w 用 aaiRAM モジ a —/レは.必ず供社 rie « を使用してください* 

他社 »DRAM モジュールを使用した項合，本 Sffl の fc 作の保紐はで5ませ/^ 


^ 拡張 RAM モジュールの装* 


A ；^：% «着の菊【こは k 必ず本* as の電源を ofrc し r くださ n また、サスペンドが有効 
になつている状！■で SSI ■することはできません《この場合、パワーマネージメント 
メニ:!一での«»スイツチの«能を ON / OFF にしてください*ド 9 BN —ジ） 


本依 B 通の RAM エリアのカノ C 一<04ヶ所のビス在ゆるめて、力/て一を颺けます. 




2 这酱 RAM モジュールをゆつ<0と»鳙します，向5苌1*8えないようにしてください • 


3 CSRAM エリアのカバーを M の、4ヶ听のネジをしつか〇とぎ疋しま 
4霜#を 0 N にすると. F ぬ MS 腫ぴ8翯的と奭なるためにエラーメッ tT ジが»示されます， 


y rtl u^sls-rs 
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5 を 屻琦 に辩 して、システムコンフイ グレー シ3ンメ ニューを#ホさせま TT ， 

〇 システム?)«珊さ nfctti»RAM モジュールの M を!^込み.日 ！»>• こ IRTtf 巧われ承す， 

/システムコンフイクレーシ3ンメニ:！一を»了させます • 

[ExiiJ - (Save and Redoot】 を®び尹す. 

システムコンフイグレーシ 3 ンメニューの詳しい禰作方法については，「第5 章 シス 
テムの投定を変える」（《>86ページ}をお!*みください • 



八ードディスクドライブを交換する 


本 SS には，ソフトウェアインストール滴みの内 iRM — ドディスクドライブか装*ご 
れていますが*この八ードディスクドライブを取り外してソーテック tt 正の別の八一 
ドディスクに交赛することびでき求す。 

使用したいアブ U ケーシヨンやデータが B えて現在の容■では足 D なくなった D， ア 
プリケーシヨン別に八ードディスクを用®して.そのアプリケーシヨンを®うときだ 
け取り B えるといった®いかたができます- 

Ajjlg パードディスクドライブを落とした Dftll に扱うなどして®擊を与えないでくだ 
さい* S た*秘ぴ激しいところや磁気を败するもの(テレビやスビー扨の近 
くに■かないでください* 


^八ードディスクを取り外すには 


7 ； 

HI 

A 




胃 t 交換の麻には、必ず本の鼋»モ◦阡にして AC アダプタとパッテリ蓍取り外 
• してください。また、サスペンドの状®て取り外 T ことはで5ません。この場合、 
パワーマネージメントで電*スイッチの鬌腚を ON バ DFF に Kff してください。 

496 ベ -V) 


7本体の HDD ス〇ットカバーを《1プ承す • 



d 八ードティスクドライプの取っ手を e こして引き出します* 
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j ハードディスクを取り付けるには 

注意交®の！!には，必ず本 « a の電*%にし TTAC アダプタとバッチリ在取り外 
してくださ tu また、サスペンドの t « ir 取り«けることはで芒ません。こ〇 
壩き.パワーマネージメントで電邐スイッチの®能を OM / OFFiCBS してくだ 
さい， （49 B ペー V ) 

7 HDO ス D ツトカパーを珅けて.バードデ/スクド9イブを择入します • 



A>iH M ~ ドディスクドライブの上下に注籯して j •入してください ■ 
ラベル K 付侧が f にな〇家す。 


2 


HOD ス□ットカパーを东す， 


3 電灝を oMi ；： すると、■域が#鵪前と肩なるためにエ5—メッセージが s 示 s れ末す， 

4 を日印こ神して、システムコンフイグレーシヨンメニ:!一を*示させます • 


〇システムが《着さ nfc 八一トディスクの81頃を R み込み. Bfc 的にわれます • 


㈣ は1 出爾«に»鷥されているドライブの TO 

本«3に8■さ r : ている A •ドディスクドライブ U •フ : f 
ーマツト湖_化 I ;乂8んだ坎_になつていまパードデ 
イスクド5イプ!こは.”プディレクトリが作®; r れ.各裼 
のアブリグーシ3ンやプ D クラムが T でにインストール U 

nn^S7. 
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6 システムコンフィグレーシ 3 ンメニューを 》 了し家す* 

lExltl IS8V« and Reboot) を*びます。 


! ；^1新し t\M — ドディスクを使うときは 

•しい八ード T ィスクドライプには， V/mdows«95 はイ 
ンストール 2TVCV ぼせん • 

田い e じ •》 るに3 WrvdO^^950M ンストー•レを行つ 
てくだ; TI、 インス K-HXD 方いては.念巧の 
WinOTOS®g5^> マニュアル％こ K ください • 


A— KHI ベ >Jv>F VJI Avi^Kf 薄 - TS 


第 

は、 

て 
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外部キーボードやマウスを接続する 

革には、外®キーボードやテンキーパッド，またはマウスを»«するためのコネ 
クタが装供されています•零での接*^ホットインサージョン)も^!*です. 
WinBook Bird / V をベースステーションに Sft している*合は、ベースステーシ3ン 
のコネクタに}8»してください • け104ジ） 


A 注簠戴最 ON の状»で漦«した壜合 . R 鼴するまでにかかります， 



本体汚面の左側にある外部キーボードコネクタに、外部キーボードやテンキーパッド， 
またはマウスのケーブルを接 a し*す • 

また外部キーボードとマウスを囘時に使用するときは、添付のスブ IJ ッタを®つて格 
«してください • 


外部テンキーパッド蓍便う 

外》テンキ•パッドは携蠘する的に明難す< 
内#ネー m — 卜で通*の入力 ttu 屯がら ww に餐用 ir る 
■白は. 5W キーボードの NUMCJ ックを DPP. 外 S8 チンキ 
ーパクドの NUMQ ックを 0NI こしてくし、 

SIS . 外*テンキーパ•ノド«で MJMD ック赛 0 U にしても， 


本 _ JUMC 3 •メク LED は由 f ] し家せん，*闳で？る f •保:こ 
〇いては*社テクニカルサ京一トセンタへ ISW い色わせく 
だれ、 
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外部モニタを接続する 


本には.外部モニタを接«するためのコネクタが较«されてい*す。このコネク 
夕に， VGA 対 C のディスプレイやマルチ用波教ディスフレイを接娇すると、 1024 X 
768ドットの解度で衣示でるようになり， Windavvs ®95 をよ0広い B 面で快遇 
に使うことびで ff * す。 WinBook Bird/V をベースステーシ 3 ンに接研している壩合 
は、ペースステーシヨンのコネクタに接轿してください。—ジ） 


A 注黄接親の ffi 【こは，必ず本»品の*»在 0 FRC してください。また，サスペンドの状 
H で R 蕭できません t この壩合、パワーマネージメントで電*スイッチの機能を 
0 N /0 FF に I 2 S してください-(- 


f 也 二 

— 丄 

r j 



コンピュータの？ tai に as る外部 crt コネクタに、外部モニタのケープルを sa します， 
システムコンフィグレーションメニューの VGA の LCD/CRTS 定が CRTS たは 
日 oth の場合は、コンピュータの a * を入れることによ接 k ご n たディスプレイ 
に»示することができます， LCD ® 定になつている場合はシステムコンフィグレーシ 
ョンメニューにて LCD または BOTH の投定にしてください。 

システムコンフィグレーションメニューの样しい操作方法については，「第5爾シス 
テムの段定を変える」（今86ページ〉をお R みください • 


外»モニタを籩«した■合、 WirxtoWB**»95 のコント□-ルパネル rmffi] の中で 
r デイスプレイのを投定する必要がありま T- 法は次ページを CR 


r ディスプレイの種激 j 
みくださし、 




に表示ヂイスプレイを切り«える 


四せ丨 BffTC とに LCOC^-iCO - CF5T« 明， 
CAT のみの _ に切 Off わり家す， 
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LCD と CRT%Hllim 示する! IS* 赓麟する外明モ = 夕は KS したデスクトップ 
8 W (解籲度）蓍サポートした r イスプレイを便用してください • 


j デイスブレイの墦類を設定するには 

7 [スタート】ボタンをクリックし-メニュー < D 【粉足】-【コント〇—ルバネル1を*び禾歹， 

2 J ントロールパネルの中の S 6 H 】 アイコンをダブルクリックし、[ティスフレイの IMB 】 を a 
びます。 

3 【ディスプレイの SS 5 J をクリックします • 

P 

f 


分 ラーバレット j で色齩を. r デスクトッブ*«』で解•詹を》足し， [ ok 】 をクリック 

します， 

5 V / mdowg ^ SS を再 e 勖する必*びあります： t システムの霞ダイア□クボックス 
で F ? い】をク U ツクします。 
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IrDA ポートを使用する 

本には、亦外*でデータを送受 s するための定められた. 
热した IrOA ボートが莪调されてい5す， IrOA ボートを装備し 
播 tt せずにデータの送受 S ができます。 


«格で E る 
/た他の格 S 


rirDAJ に準 
ig とケーブルを 



コンビ：！一夕の«面にある IrDA ポートと他®#!器の IrDA ボートがむかいあうように E 
S します • 

必5主寅 IrDA ポートを® つ r ヂータ在话 aiT 5 ときは、ポー HIKDiS ■が lm 以内にな 
るように r ■してください。また、 «* 中にボート■をさえぎると、 awftt に 
なります. 


irOA およびシリアルボ ー K プ U ンタボートを使用して • 他のパソコンとデータ転送 
をす否壩合は，添付ソフト ITranXit 3 1 u J の Readme をお狭みください。 

な NECRP 03800 シリーズとは、シリアルポートまたはプ U ンタボートからケ 
ーブルを便つたデータ転 iSS できません。 IrOA ボートを持っているパソコンのみと酝 
送ができます- 


1 rDApt— 了初 ^ 油 * 
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システムの設定を変える 


システムコンフイグレーシヨンを®つてシステム 
の段定を*える方法や，パワーマネージメント概 
設定を変える万法について»菊しています • 









システムコンフィグレーションの設定 

本«品では、コンビ；！_夕の勖作伏 S や霣境»定があらかじめコンピュータの中に記 
慊さ n てお CK 電•為を ON (こしたと 5 に R み込るようになつています • ここでは、 
これらの*3定を変える方法につ U て K 明し茨す* 


^システムコンフィグレーションについて 

システムコンフィグレーションとは k コンピュータの 勤 作伏*や a « s 定を b 足した 
り、現茌の設定を* S するためのフログラムです c 

ここでは.次のような K 定 m えます。 

カレンダの日付と時間を校定する(489ページ） 


6投定する ( 
^を! 9 S す? 


e 動方法と起動ドライプを拉定するけ8的ージ） 

ディスプレイモード*するけ89^-ジ） 

パスワードを股定する(峙90ページ） 

COM ボートを選択する(呤90ページ） 

プリンタボートと_作モードを遇折する (490 ページ） 
g 動時にキーボードのナンバー□ック5有効にする(->91ページ） 
グラインドポイント《使うかどうか選択するけ91ページ） 

オーディオボート»»£する(今91ページ） 

イーサネット? Mfi 定する(->91ページ） 

PC カードの糰钃を投定する H 92 ページ） 

校定を初期«に R す(今92ページ） 

K 定 S 5 の状®に«を飄す <->92ページ） 

システムコンフィグレーションのバージ3ン情«を表示するけ92ベージ） 




システムる 
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J メニューと操作方法について 
メニューを 表示させる には‘ •• 

システムコンフィグレーシヨンは、メモ in こ常 c しているプ□グラムです。 

このフ□グラムを起動させるには、コンピュータの電»を on にしたすぐ後のメモリ 
チ エツ クのところで@と®と®キーをに押します。 

Windov /3^95^£« している状胲からは，システムコンフイグレーシヨンの没定は 
行えません。必ず Winoows ^95 が JE » する前にこの味作を行つてください 0 

操作方法は" 

画面の一番上にはメインメニューがあ CL 下には現在の鲲^衷示されて 
います & 設定項目はを押してから W 5： キーでメインメニューを遇び. F キーを 
押すとプルダウン式に S 示されるサブメニュー0、ら遘«します，反示されている 
部分か現 sa 択さ n ている項目です • 


メイ ン メニュー 



0 E キーで移勘 


ここには狡芝内容が表示され家す * 


ぐ >JHI 卜 u v VJ A^blaLIJvQisw} 






〈項目の »R • 松定の方法は> 


く田面の & SII は例です) 


• メインメニュー瞢 8 PT るには •一..…•.…一— 〇キーを押してから， QB キ-で力•ソル顷 

拓班分;が移動します • 

サブメニュー在* P するには_03^一でカーソル仮 I ® 分)が移_します- 

® 目を移 « するには. . キー ぞ押し茨す • 

メニュー W 目や®足をする(こは . 一®キーを押します • 

扮定をすに元に霣るときは . 蓍辫します 

サブメニュー内で Ha 鮪功こは- CID キーでチェックマ-ク (v )の表示《有功レ 

爹表示 <簡初》を切えることができます • 

w 目内で有功•觳功を！^するには . 430キーで移動し._ _] キーでマーク【•】の 

苯表示 < w 功)を切〇鬌えることがで 

5ます《 

«* を使用しなし、设^にするには . レ如田 ys OnJ .【 Dteette 】 求たは INtnel のいず 

れ?^»?し私 

终了するには . メインメニ3—から 【 Exit 】 を S ぶとフブ•二 

3—び*示され求す4 家た • &；キーを押すこ 
とで、 ( Sav « arxj Exit 】 を*沢したこ移る 
ことかできます。 




システムの设又る 
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J 各樓の設定を行う 

選択項目はメインメニューIサブメニューの阳で »E しています t 

•カレンダの日付を K 定する 

( Startup ] - [Date and Time ] 

現在没定？ n ている日付が*示さ n ますので、；^1キ_で項目を移 B して教宇キー 
で日付を入力します。日 (Day)/ 月 (Month)/ 年 (Year) ので J6 んでし ^7* 

•カレンタの時 M を投龙する 

【 Startup 】• (Date and Timel 

現 5 S 定されている時刻か S 示され#すので、1^；キーで W 目を移動して、»字キ 
一で時阇を入力します • 時 ( Hour )/ 分 (MinuteV 秒 ( SeconcJ ) C«S で itt んでいま 


• ファーストブ_卜での ie 動方法を投定する 

( Startup ! - [FastBootl 

この項目をチェックすると I メモリテストを行わすに K # し求す。この場合、シ 
ステムの立ち上げ tftS くな 0 S す。 

• S 動ドライブを投定する 

[ Startup] - 【Boot Oevice ] 

巖初に igft するドライブを、フロッピーディスク、八ードディスク、 CD - ROM ® 
いず n かから 3 MR します： 

• ディスプレイモードを投定する 

【 Startup 】• [Video Select J 

Both を老択すると CRT と LCD を同 W こ S 示します. LCD は LCD のみ、 CRT は 
CRT のみに M します 3 


jj^l ド，イブについて 

デフォルトでは.ドライプ(^ハードディスクから 
る K 3 D こなフてい3：す ■ 
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參バスワードを投定する 

【 Startup 】• [ Password ) 
Admstrator Passwon 

U 9 erP 8 SSWDfd 


システムおよびシステムコンフイグレ- 
使を許可します《 

システムのみ使^ f ? ST 5 J します。 


システム E 動時、またはシステムコンフィグレーション起動時にパスワードを入 
力させることがで¢9：す， 

いず n の*合 &' パスワードに®用でき■るのは英，教宇のみで • 1文宇から日文宇 
の畏さで IK 5 し*す • 

パスワードの入力を明 a つた*&は3回まで甬入力です， 3 H とも M 通えた壩 
合は • システムが円®6ごれ*す。 


Enter Password ： 


パスワードはメモを取るなどして£れないようにしてください.忘れた！*合は、 
ソーテックテクニ”ルサポートセンターまでご邋箱くださし、 

•COM ボートを選択する 

【 Components 】• [COM Port 】 

外部シリアルボート {External COM ) および赤外鲰ボート （IR Port ) で使用7る 
I / O アドレスおよびを設定し*す e 

I / O アドレスは、外部シリアルボートで r 3 F 8 hJ . 赤外練ボートで 「2 FBh 」 に 
設定します* 

mo は.外部シリアルポートで irq を r 4 j , 赤外靡ボートで mo を「3」に段定 
します。また，赤外糠ボートでは. BS 亦外《«« ( Fast 旧）を設定すること 
がです0 

その*合， I / O アドレスは 3 F 8 h . 3 E 8 h 、2 F 8 h . 2 E 8 h から DMA は 0. h 3 
から任*に肢定でき*す • 


A 注童外3シリアルポートと沭外靡ボートの W ■には鼸複した K 定著しないでくださ 

tv , 


丨ブリンタポートと動作モードを遇択する 

( Components ] - [Port Address ] ポートの設定 

iCcmponentsl - [Port Definition ! 動作モードの i 

通龙ネ 378 T 1 に股定しておきます-便用するアプリケーションにより.変更が必 E 
なと S は 27 BSt は 3 BC に設定することができます,.動作モードは、 

「日 directional ( PS /2 >J に段足しておき«す， 


DB 7 E 

『ヨンによ tK 




システムの®^を«える 
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• e 動時にキーボードのナンバー□ッグを有効にする 

( Components ! - [Keyboard Numlock ] 

システム時にキーボードのナンバーロック«能を有功にします。 
ン キー パッドを®3ときは有効にしておきます。 


歷初か5テ 


參グライドポイントを®5かどう択する 

[ Components ! - [GlidePaintl 

外部シ II アルマウスおよび PS /2 マウスを使用するために、内部グライドボイント 
の使用を系止することができます。 


Aj ± fi 一部のホイール檐 H を*儺した外«マウスを便用する場合は GlidePomt 驀 
Disabie にする必蜃が35り紊す” 

水^:音 GHdePoInt 苓 DI 日 able にした場も PS /2 マウスのホットインサーシヨン（電 
* を入れた状 Ur の fftt ) ができなくなり S す。 


•オーディオボートを技定する 

[ Comoonents] - 【Audio Port 】 

オーディ万**で®用する I / O アドレス、 IRQ ， DMA の各 il を設定します • 

I/O アドレスは，ポートごとに盼定し5す.：@«は、オーディオ出力 (Audios 
r 220 hj . MIDIttl 力 ( Midi ) を r 300 hj 、 MR >401 出力 ( MPLW 011 を 「388 hJ 
に設定してお 5 ます* 

IRQ 、 DMA は， 遇 常は，旧 Q を「5ム DMA を 「0 J に投定しておきます， 

他のデパイスと SSftT る場合などは、に S 定を変更し*す。 

オーディ: r «® を使わない場合は ， rDisabie Aud»oj (オーデイオ*効）にして 
ください。 


イ_サネットを設定する 

[ Components ] [Ethernet Controller ] 

イーサネットで使用する I / O アドレス、旧 QCDSW を段龙します a 

iSWS 、 I / O アドレス (Base Address } を 「320 hJ 、 旧 Q を MlJ に段定してお 

す. 

イーサネットを®わない場台は 、 「Disable EtnemetJ (イー9ネット痗効）にし 
て<ださい》 


a 


プリンタポ_| 


抑祕フリンタポートは EPP と ECP に印5して15り馬在 
EPP は XIPCCM £ T *« ac/C い？;です e GCPg ： 

€ EE 1 284 撕 で®»されてぃる磨格で 


5 /WHIAU VVJ 入 vi b— ぐ UJvaiaft} 
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•pc 力 _ ドの稽 a を wr する 

【Components】• (PCMCIA Controllef] 

使用する PC カードの _5S を S 択します。 

ig 常のカードを®用する*合は FPCIC Compatible」、 カードバス規格 (32Bit 
幅«通坛 2) のカードを®用する 3* 合は fCarOBusJ を SK します • PC カードを 
使用しなし合 3. rDisebleJ (熏効〉にしてください， 

力ードノ Q とは、パスの«が32日 it で k 高速^を可能とした PC 力一 K® ことです • 

• 設定を変史して终了させる 

【Save and Exit】 を遘択して@キーを押すと、次のメッ C ージか5示され*す。 
ちう一度キーを押7と、 S 史された设定がメモリに£憬されてシステムコンフ 
イ グレー シヨ ンか终了します • キーを押すと k «けて投足を変更できます。 


籲位定を « B して再させる 

island Reboot] を85?して峽一を押すと，次のメッセージが断されます； 
もう一®4キーを押すと、8¢された股定かメモリに記懂されてシステムコンフ 
イグレーシ3ンび转了し、システムを再 glj します • @キーを押すと、莰けて設 
定を変更できます a 



• H 定を用 I 効にして«了させる 

[ Exit(No Save 〗】 を*択して (5 を禪し， [0 K 】 を通んでもう一®3を押し*す， 
変®された ffiE が86«されずにシステムコンフィグレーションを終了します 6 



腿を 

lExItl 


テフオルト状雄に饜す 

• (Default Settings ) 


各項目の拉定饞をデフ; r ルト(こ雯し*す。 

各®目のデフォルト fi: よ次ページのとおりです • 


•変 C 明の 

[ Exit ] - 


R 定に R す 

[Restore Settings ] 


システムコンフィグレーションの最後にセーブされた«に庚し«す， 


• システムコンフイグレーシヨンのバージ3ン情*!を*示する 

[ Exit ! - [Version Info ] 

システムコンフイグレーシヨン BIOSWW t —ジ 3 ンおよび作成日付が表示され3!す。 
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パワーマネージメン トの設定 


本 » ffl には、電:の消费を抑えるためのパワーセービンク两矩や，アプリケーシ3ン 
の»行中に WS を OFF にすると現在の状*6をメモリに保存するサスペンド微*が 
されています • ここでは.これらの设定を行う方法につして說明します。 


j パワーマネージメントについて 


パワーメネージメントとは、パワーセービング«能ゃサスペンド R 能を投定した〇、 
現在の設定を板 g するためのプログラムです。 

ここでは、次のような設定行龙袤す。 


パワーセービング機*を校定する (49 &ページ） 

• サスベンド格16を HJE する一98ページ） 

• LCD カバーを明じたときの_作《肢する (—99 ページ） 


パワーマネージメントを終了させた*、位 S した内 S % 膏効にするためにコンビ 
ユータを！してください。このとき、メモリ上に存在していたすベてのプ〇 
グラムやデータは；»失し*すので， / C クーマネージメントで投定を藿える的には， 
必 MIS のデータをセーブしてぉいてくだ ax 、 


J メニューと操作方法について 

メニューを表示させるには… 

パワーマネージメントは.メモリにしているブ□グラムです • 

このブ□グラムを e 動？ e るには、システムコンフィグレーションメニュー〇、ら 
Power を選びます，（486ページ） 


I 作方法は… 

里®の一番』 


の一番上にはメインメニューが S 0 • 下には現在の設定沃«の一 R が5示さ n て 
い袤す。 K 定項目は@を押してから03キーでメインメニューを選び、 （3 キーを厗 
すとブルダウン式に表示されるサブメニューから選択します • 反示されている® 
分が現在選択されている a 目です • 




システムの餃疋！^^る 
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〈項目の選択 • 投定の方法は> 



«曲の设$镳は例で_ 

メインメニ3—を遘界するには….•…——……を押してから、01一でカーソ) K 反 

転部分)が移 K しま9 • 

サブメニューを as するには . 一 . JD ® キーでカーソル(反転 s 分}?^•し李す， 

項目を移 w するには . . 1^)キーを押します。 

メニュー a 目や BSC を ii $ するには一 . 」ぜ4■一を押し家す • 

廿ずに元に R るときは . @キーを押します 

ヴプメニュー « で有効 • 級効を設定するには .. J I キーでチ エッ クマーク(，>の謾示<«劝>/ 

羿费*<揉免)をえることびで$ます， 

«目内で有功•括知を投定するには ...（ E © キーで移*し< C _ J キーでマーク[參】の 

非#示(_劝)在切り韉えることがで 


SSCIP か. 
衣ます 0 


微毛を使用しなしこするには ... .. lA>/«ys Onl. tD«set*el または V ^ na ] ず 

します- 

货了するには 一 . 一- . 一 . ー メインメ:： ユー か5 CExit] を*ぶとサフメニ 

ユーが 表 牙、 されます 6 また、©キーを梓すこ 
とで. is^rve arxJ Exit] を選択した状*に移る 
ことびでさます。 

〈投定をして»了させるときは） 

(Sdve dnd Exit] を* 3R して;^キー苓柙すと，次のメッセージが表示され求す， 

ちう一8@キーを押すと • 変53れた段定びメモリに記•されてパワーマネージメントげ》了 
します，@キーを»すと. tt けて»定を8¢で2ます • 


current 


Press <OK>to save 
Cha SCU 


&ecup parawecers co 


^nd Exit 


(設定を無 58 にして«了させると S は} 

[ Ej < lt(rsto Save )] 夺21折して gi を押し、もう一を押します • 変®された fi 衣び Et •され 
すに> ^ワーマネージメンッを終了し李 T , 


- 3 —^ V 
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各種の E 定を行う 

B 択項目はメインメニュー * サブメニューの頭で SS しています • 

パワーセービング毈能の設定 

•パワーセービンク 《* を®3かどうか遇択する 

【 Power 】• [Enable Power Saving ] 

/ のーセーブ機期の有効/用 I 効を跪します。 

【 Power 】• iBattery Only ) 

バッテリパックを使用しているときのみパワーセーブ霜 S が有功になり家す。 

•/ てワーセービング モー ドを投定する 

【 Power】•【Low Power Saving ) 

( Power ) - [Medium Power Saving ] 

[ Power] - 【High Power Saving ) 



r デイスプレイ《ビデオ >5 示 j r ハードディスクの s 源 j r クローバルスタンパイ j 
の3つをまとめて S 定 T ること? y できます。 


それぞれのモードの希«段芝は次のとお0です。 



Lw Pow^SBv ， r^ 

Medium Ptwr Savhg 

Hfgh Pw$ef Sa^ng 

r ィスプレイ < ビデオ） 

ie?t 

4 分 

■■ _ 1 分 

ヂィスク 

16 分 

4 分 

1 分 

グ a/a レスタンバイ 

1 的 

4 分 

1 分 


• デイスブレイ(ビデオ)表示を涌す 

( Power ! - ( Customize 】 [Video Timeout 】 

一定诗 B キーポードからの入力がなかった 壩 合、 自艷 的にディスプレイ化 CD • 
CRT ) の * 示を消します*このと き， S 示は溥えてい求すがシステムの«作 轿 
してい*す。時 閲 は〗分か516分の H と always ON(ft 作しない》で投定します* 
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參ハードディスクの as を OFF にする 

【 Power 】• [ Customize ! - [Disk Timeout ] 

一;キーボードからの入力かないか、ハードディスクが動作していなし合、 
目動的に八ードディスクを停止する««§です。このと八ードディスクは停止しま 
すが，システムの動作は*«してい坎す。時！!!は1分から16分の«と Always on 
(ft 作しない）で沒定します。 

• グ〇—バルスタンバイにする 

[ Power ! - 【 Customize 】• [ Globa ! Timeout 】 

システムが一定的？?镓勒していないと判断した堳合.自動的にシステムの各 Sfi 
の動作は停止し.ティスブレイ*示も消えます • 時間は1分から16分の閜と 
Always on (fttt しない> で設定します：キーボードを斧したりクライドボイン 
卜を搡作するとグ□ーパルスタンバイは解味で n ます e 


Ed 


クロックスピードが»ちると B るとぎは 


メモリの中だけで折霣ぞ行うよラなプログラムを*行して 
いる場^ニグ:^-パルスタンバイ C 投定をけ）ていると • 
嫌傷次»こ楱£1^し <re ないことが《つ.ク□一/如 
スタンパイ»勢こなつてし；3ことが®5?す.このよ3 
U こ枣 d »Jt«CAhwiy5 On 寒たは C« mc < b ) にしてく 
だ ？ tv 


Ch 


ネットワークを使つている場合 


iPc^erj の trea 巨 sn 「 a 卜 wsonj に投足して 
S くことを BT1T © し 









•サスペンドを使うかどうか遇択する 

【 Power 】• [Suspend Switch ] 

霉*スイッチを押したときの!^を SS し？:す，を ON / OFF するか，サスぺ 
ンドさせるかのどちらかを a 択します • 

msoN / oFF び r チ：！:ックマーク择し』•サスペンドが r チェックマーク有 oj です。 

•オー トサスペンド 

[Paive^] [Suspend Controls) • (Susperxl Tmeaut】 
i)( スペース i キーを押してキーで g を a 択 

システムが一定時閲 w » していないと判斷した場合、目動的にシステムをサスぺ 
ンドさせるための*!*です a システムの*作は ff 止し、ディスプレイ*示ち消え 
ます。時 n は1分から3〇分の闾で股龙します • グローバルスタンパイよ〇も消 a 
«力は少なくなります • 任*のキーを押すなどの? t 作を行うとサスペンド状®か 
ら a * しますが.レジュームに《致秒かかす • 



參口ーバッテリ状 憩のと s サスペンドさせるか 校定す る 

[Power) - ISusperxl Control) - jLow Battery 】 

パッ テリがローバ ッ テリ状®のとき，ブス ペン ドさせるか (Suspend) 齧 fig を 
« らす (Warning) かを蛇します • 
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• LCD カバーを M じたときの ID 作を設定する 

【PowerJ • | Cover Swltchj 

LCD カバーを閉じたときに，サスペンド典*を®かせるそのま* ft 作を 

T るかを選択できます 3 

A 注章こ ff 用のアブ 1 j ケーシヨンによつては、レジューム後、正しく勤作しなし合 
があります， 

A 注童 LCD カパですると2は内明の* R がこ feg ® いように屋通し 
の*いところで C ® 用ください。内が上霹しすぎた■合.»»保!8衷矗 
び機能 U システムの B 作が II くなります，この場合、*潫を OFRC して SS 
tHtt 下する家で使月しないでください • H LCD カパー WB じたま家®用し 
た後， M び下が5ないうち CLCD カバけて flE 用すると LCO 上にム9が 
現れる！《8が¢0ますが • 故賺ではあり5!せん。しばらくすると、ムラは鳜く 
なす* 


デフオルト投定镬一« 


メニュー サフメ : la — 

テフ： r ルト tt&_ 

rm 

吻好 Ef>9fci© POW Savr^ 

Battery Only 

Uw Pow Savri® 

Sevrifl Ertfloie 

Enact 

DiBdt4c 

一 iz —フ 

Medium Powt< 

High Power Savna 

Enable 

DSBttD 


Coitomoe 

NootTect 

デフ T ルトまん 

Video Time Out 
• Oi9k TimeOui 

3k)0ai TimeOui 



S^psnd 

S<^«rxl Contra 

OiMDied 

SusDBr>d Tirr«*jrr«vftr 

7 スペンドスイッチとしてでななく 
ON/OF 字スイツチとして获明 

CcvorSwW 

L£Mi Harrnry 多 Jdoono 

SucootkI 

サスペント 


Adlv:?/lsv 了 afsffl 
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3 J 


画面の解像度などを変える 

本 KS には.«解«度 TFT カラー*27ィスプレイげ搭載されてい*す • 工場出荷時 
には、 1024X76B ドツト、65.536色で«示するように投定されています。他の解 
*« 色数•フォントサイズで S 示させるときは， 「®0 のフ□パテイ J で»定を S 

»し*す0 


9 


出荷状態 C ! 


の設定 

«は、次のようになつています。 


R 示ディスプレイ 
デスクトツフ欲域《解* B ) 
カラーパレツト〈色 K ) 
フォントサイズ 


本体 LCDS 示のみ 

1024 x 768 ピクセ)レ 

Hign Cotor ( l 6ビット）.- • 65.536 色 

ソ h さいフォント • • • 16ドツト 



J 設定を変更する 

7 【スタート】ボタンをクリックし • メニューの 【*№1 • I コント□ールパネル】を*びます • 


2 コントロールパネルの中の 【 B ®】 アイコンをダブルクリックし、[ディスブレイの炫 «] を a 

びます • 


@ 


S 


R 示させるディスプレイを置えるには 


-« 的する看^. (>•>(：，*:そ，すと念一 
CRT - LCOK ^ で切0 ■わ0求す • —疋の表云を« 


択貰る钃合は. 
1489 ぺ〜 


システムコンフイグレーシ a ンで行 C 違す. 


なれ印»和屬合は LCD 用费污 DHKTJl ^ 
求 S * に BW ) に IW されるため.写千の表矛, 
7■る鳙6が¢0家す • 


ItfC 

&n 


RT の ■ 
が 《T 
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3 各校定を変變します， 

デスクトッブ »«( 解像5)は，「1024 x 768ビクセルム「800 x 600ビク t ? ル J . 
•640 x 480 ビクセル」かう«ぶことびできます*け82ページ） 




卜表示する色〇を*びます 


256色 


HighCokx< 16ビット〉 • • 85.536色 
TrueCoiorf24 ビット）. • 16777 5® 


640 X480 ビクセ J レ 
800 X600 ビクセル 
1024x768 ビクセル 


J フォントサイズ表示 T るフオントサイズ蹵選び爹す。 

小さいフォント 

大きいフォント (640 x 480 ビク它ルの®合は選択 T -53 C せん) 


分 [0K] をクリックします • 


3 


「 HB のブロパチイ J での[■ヂイスクトツプ韉: « J と力 9 -バレット J の対応は下 E の遇りです • 


テイスク 

640 x 4 
000x6 
1024 x 


クトップ a 鱸 

480ビクセ几/ 
600ビクセル 
x 763ビクセル 


カラーパレット 

16 S ぐ rruecoto^d ビット.167775色 J 
16色〜 TrwCoW 24 ビット，1677万色3 
16佐 〜 Hign CQUXI : 16ビ v 卜. 65.636色〉 
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カラーパレツト • フォントサイズ • ディスプレイの 種を変 B した 壩合 

Windows ❼95を再起動する必5び®り？:す，【はい]をクリックします • 



デスクトッブ« 域(解®度> のみ変更した 壩 色 

サイズの変史を遍®するダイア〇グボックスが》示さ n 求す。 [ ok ] をクリックする 
と教秒後に s 史さ n * す • 



SE したサイズを保存すると«は【はい】をクリックします《 



外部 ビデオモニタに 我示さ廿るときは 卜 •] 外 慕 ディスプレイに 晚示させるときは 

【■■のプ a パティ】- iNdoMftcSc] タブか5 IMMy wmc»^95«-fl_7C せ. ; i : ryS % 

Oovorei ポタン-【《ホモード】で松：そ5¢し5す•た »ディスプレイを**し；す • そめ後.システムコンフイ 

だし， XGA <1024x768 ドット）モード ttTT ポートして グレーシ a ンでディスフレイを行つてから 

4J0 承せん • SVGA (800v 600ドクト〉， VOA Wknflcw«®95¥l£ 期し蒙す • I今89ページ） 

(640x480 ドブト）•力解 MT? ご MK ださい • 
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システム G ^ B ^5 f § 






ベースステーシヨンと接続する 


ペースステーシヨンの供能や接«方法について ft 
玥してい求す。 


1. 各®の名 R と*能を播認する 104 

2. WlnBook 日 ird / V に接较9る . 106 

3. CD-ROM を便う .. 109 

4. フ□ツビーディスクドライブ: L ニツ ト？ g * する-111 

5. LAN を使5 . 112 


J 

a 









各部の名前と機能を確認する 

ペースステーシ3ン SS の名舫とその IMB につ U て M 明します: 


J 前面•上面 



ユニットは.本傳に付諷) 


sj 後面 


❾シリアルポート 
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©フロッピーディスクドライブユニットス□ット 

WinBook Bird/V 付国のフロッピーティスクドライプ:!ニットを#入します， 

©WinBook 日 ird/V 播嫌コネクタ 

WinBook Bird/V 本 WK 部のベースステ-ション用コネクタと 格玫 します • 

©ステレオスビーカ 

ステレオスピ_力です • 

OCOflOM ドライブ 

速の COROM ドライブです • 

©外部キーボードポート 

PS/2 外! B キーボード在*«することがで e ます。 

❻マウス ポー ト 

PS/2 マウスを 格« することができ求す • 

❼ OC 入カコネクタ 

何 邮 AC アダフタを «« します， 

©9 WCRT ボート 

外®ディスプレイを播松します。 

❾シリアル ボー ト 

モデム茲どのシリアルボートを变う®辺餐鑒を接* I し承す c システムコンフィグレーショ：/でシ 
リアルポーをます* <490^—ジ） 

❿パラレルボ_卜 

プリンタやスキ r ナなどパラレルボートを使う 田 3 BtS を！ Slf •し？す • 

® MIDU ジョイスティックボート 

MICH 嫌 格の Si 2 機 g やジ 3 イスティックを «« します. 

© lOBaseT コネクタ 

LAN 用の lOOas^T ケーブルを推 》 し求す* (—112^ —ジ） 


LAM とは jfe Note l マウス •外部キーポー ドボ ー ト 

Loca * Ares KetwortcC ^ MTC . «—鳴内ける? || Wj ベースステーションにはマウス • 外由+—ボードの各ボー 

コンピュータしたネットワークのことで卜び* _? n てい gr すので • 付國のスプリッタはベースス 

テーシ3ンでは必經《 D ません • 
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2 j WinBook Bird/V に 接続す る 

d 接嫌す るには 

WinBook Bird/VB® 部のベースステーションコネクタと、ペースステーシ 3 ンの接 
«コネクタを播»します* 

A 注簠ベースステ-シ1ンと*«する110に、本 WS の霉*在 OFFC してから、 
WinBook Bird/V 本«に揚鑷されているケーブル«を金て外し、 WinBook 
Bird/v 本体 WH のコネクタカバーを必ず簡じてください • 



#コンピュータの«在 OFF にします： 

^ 本体 fins のベースステーション用コネクタのフタをスライドさせて蘭さ？す • 



〇ベースステーションの»«!コネクタのネヤップをは，し、本ヤップホルダーに収納し家す, 





注童 WinBook Bird/V と*«しないとベースス，ーシ3ンの*績コネクタの 
キヤ“ノブは必 T かぶせておいてくださ金躅期が*«コネクタに入？ K ショー 
卜する an があります。 
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4 ベースステーシ 3 ン PM のツメぬ部>と* WinBook Bird/V 的 E 部のくぼみ肥»)ぴ6う 
よラにセツトします • 



5 ペースステーシヨン*®のツメを Win 日 00 K 0ird/V に C 3 ツクします, 



ベースステーシ3ンとの按«:こよ D . Wln 8 oDk 日 ira / Vfi ^ RC « 子は便房で5なくな:0ま 
ケーブルなどはベースステーシ3ンの® B 子に ffi « してく CC し V 


WinBook Bird/v n Jg 挪 - rdj 
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J 取り外すには 


ベースステーションのツメをはずし • 本休を®!3外し*す， 



① 


故り外しの*)には、««のにしてください • 

敢り外した•は、拿体のベースステーシ a ンコネクタのカバー％スライドさせ 
て B じてください.なお， Windows % のスタートメニ：1-に[取り外し ( E )】 
というメニューが存在しますが. WinBook 日 lrd / V の仕禳上，この豔能は垂き 
ません • 


、> AC アダプタの接続 
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み 


CD - ROM を使う 

ぺ■スステーシヨンの Cl > ROM を使う方法について棚し家す c 


CD-ROM を使うときの注葸 


CD-ROM ドライブやディスクの取り扱いに》たっては次の点を十分注*してくださ 
し、，袤 r 二 cohom ディスクを f 金わない笔合は、必ず、コンピュータの as をオフに 
する m にドライブから取〇出して， a 当な_所(こ保 s するよラにしてくださし、 


△注意 




トレイを》ブたままにしておかな！パで 
くださ U * 内 S にゴミやホコ 1 入り 
込んで苗霄の诨因になります • 


毪与えた t ) 表面にキズを付け 
狂いでくださし、家た、ゴ三ゃホコ*」 
の多ぐ相^こな u でくだ eu » 
み込みエラーの sat 钰ります • 






漢葬するときは，レコード用クリーナー 

/ジン*シン 


:、必 e 
::ださし 


ラベルを貼ったり • ペン9どで字を書 
かない 


パでください. 


CDW 麻 D クリーナーを便ってくださ U 
また.レンズク U — ナーは怒^もめを 
使用してくだ芒い。3式は汚で!を坩》さ 
せま多■ので«対に使わないで<«さい • 


CO*ROM ド 

ストッパー t 
でに必ず外 I 


、•，イブの中には•送 
tmti ていますご AEB 
してくださし、 


△注意ラ 


coaoM ド，イプのトレイ w : あるスイシチ炫 or ^ してく nrcu coaoMt 
スクのやには§|由上泛»因により钃 s したテイスク co ^ omw ， イプは•ダィ 
スジそ a * で9私ごせるため.この籲3したディスクを使粗すると. MSD ^ し15み»り工 
スクレて卜’ライ 


ラーやテイスご 


<ライフの 2»C«S とな0 *7. 


CD-ROM 埘葙 5 
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j CD-ROM の出し入れ 

7 コンピュータ本侈の霜*を OM にし？す- 
2 イジェクトボタンを琿し次す， 



〇 CD - ROM をセットし y す•文亨が書かれている B を上にして、トレーに CD . ROM を IR ? 
に H 定してくださ I 、 

分 もう一鷹イジェクトボタンを)•し込みます， 


6班〇出すときば、アクセスランプか众幻していないのを班雄してからイジ I クトボタンを 

坤します • 


J CD-ROM で楽しむ 

本 » S では次の規格 < W ： OROM を再生できます. 

• CD - DA . CD-Extra 

CD - DA は fi * 用の CD です， g * 用の CD を CD - ROM ドライプにセットし， 
Window 6^95 TO 「 CD ブレーヤー J を E 勳して 8* を蘭きます. CD.ExtraBB 楽用 CD 
ですが，パソコン用のソフトや * 圏索.音声ファイルなどのデータも ae 錄されています • 

參 CD-ROM XA 

パソコンのアプリケーションソフトや、 g ®. S 声ファイルなど大容■のテータがされて 
います * しだけで紀»はでき S せん • 蔽. fife よく®われてし硒のが COROW です， 


參 Photo CD 

1枚のディスクに1 OCW & S フルカラー»止屋»を E « できる規格です. E » は鞾 f » W > S 者に依 
«しなけれ!抑りません•また k PhOtoCD ? J ? る ICI 3. RTOtoCO ^ KOT ソフトウェアです， 

參 Video CD 

vioeo CCK 5 Active Movie Control ( MPEG 6 Active Mw»e Control ) で再生します。 
MMX 対応の Vkleo CD 再生ソフ，ウェアを使用す n ば.よ0快適に再生で？ます， 

DVD は冉生できません t 
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フロッピーディスクドライブユニットを装着する 

付 B のフロッピーディスクドライブユニットを装着することができます* 

@装驚するには 

フ□ッピーティスクドライブユニツトス□ツトに，フ□ツビーディスクドライブユニ 
ットを?•入します， 



««の明には、必ず本»品の*»を OFF にしてくださ tU 家た，サスペンドの状 
明で««することはできません • この■台、バクーマネージメントで電*スイッ 
チの _ R を ON / OFR こしてください • け98^<-ジ） 


I 取り外すには 

ペースステーシヨン S 0 面のドライプユニットイジ x クトボタンをスライドさせ，フ 
□ッピーディスクドライブユニットを引5出します* 



△注意 


フ□ッビーディスクドライブユニット瞢取り外す嫌には、ド9イプユニットイジ 
I クトポタンを確*にスライドさせてください， WH にス9イドせ，に®り外そ 
うとすると、»器を* t 恐れが aeosT 。 


7 口 vs t:l Hl-\>Jv>K VJI 入 ^p ll vih^aH SH -r^ 


ill 




LAN を使う 


ぺ•スステーシ3ンに » K することで 、 WlnBook Blrd / V を LAN * 境に接«で5ます • 
LAN の18定《次のようになつてい？す， 



I/O アドレス 

m 

LAN 

320H 

11 


ネットワーク 3 S 墁でお使いの*合、システムコンフィグレーシ3ンの 「 Power 」 一 
「 Customize の項目はすべて "Always onj に SB ® しておくことをお IMD します。 

校定が终了したら，ツィストペアケーブルを1 OB 0 se > T コネクタに *« します。 




>0& 250- 

(ツイ:^ベ T 
ケーカ W 


DBASE-T LAN ポートをお使いになるには 

WinBook Bird/V で， 106 ASE.T LAN ボートを®用するには、 Wlr > dows 95 であら 
かじめ次の »7 C を行 LAN ボートの使用を fl 功にしてください， 

1 WinBaok Bird/V をべースステーシ s ンにした状釀で、 Wir > dow ^95 を起動します， 

^ 【スタート】ポタンをクリックし， [ S ® 峙〔コントロールパネル]と遵び求す* 

〇 [コントロール/(ネル】ウィンドウか5【システム）アイコンをクリックし、【デバイスマ 
ネージャ】を8びま？， 

分 [ネットワークアダプター】の rSMC 9000 EUiGfnetAdaoterJ をダフ丨レクリックして 
くださし、 

5 「デバイスの使乱の r このバードウェア環«で®用不可にする j のチェックを外します* 

6 [0 K ] ポタンをクリックし、 B 3« B じ爹す* 

以上で設定は B 了です • なお、受用するネットワーク B * に合わせて S 定を変史する 
場合は、【コント□ールバネル】の【ネットワーク】アイコンで行い家す， 






ベ—スステ—シヨンと§する 
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a 





トラブルの原因と対処方法 


本のご变闲中に浔らかのトラブルが生じた®合、 まず、 どのような状®であるの 
かを W 認し • 対 ffi 方法にしたびって ffil ■を行ってください* 

ちし、对処方法 a りにしてち解決で5ないときや*ここで r 明されている以外のトラ 
ブルが髡生した期合は • r ソーテックテクニカルサボートセンタ j までご遵 is くださ 
い… i 4^- y ) 

キーボード. C よびマウスか6の入力を 一 W 受けつけな UttM (ハングアップ状 
といい袤す} C なつたと，には、 cw > —でソフトウエアリゼッ 

卜を行ってみてください.もし、電灝赛立ち上 Ifl ■しても I 
，クニカルサポートセンタ*でこ通絡ください， 


3復1•で5ないと S は k 


•« 潭スイツチを入れても動かない 




ac アタフタび正し< »貌で n ていない， 

AC アダプタ奄正し<»遭してくださし V * 

バッチ u が充電さ nr し屯い • 

AC アダプタを播嫌して，バッテリを充電し 
てからご«明くださし V 

AC アタフタび■してし场〇 

怕の« was を司じコンセントに*玦して、 

«くかどうか班 SS - てください，もし il 霣に 
動*プばアタフタび初_している可吃付 
rr . その®合は.》興い求のの味た B にご 
«» くださし、 

:*体が故醪している • 

13爾い求めの* BtE にご相85 くださし、 


面に何も表示されない、または見にくい 


雩龙5れる霸〇 

対方法 

霞»が人:> てい 

[•■源スイッチを入れても動かな:い J _ 

か正しく由《され'ぃ* 

で見やすい as に*»してくださ 

ディスプレイの电賡び紙、 

ディスブレイを見やすい角®に«5して〈だ 
ドし V 

ディスプレイにムラる* 

液 II ディスフレイは. as の: 89 T などの彰酱 
によって表示が*わる特性があります•ムラ 
び»るのは tt 鰊では¢0ません • 

费尔モード»«が CRT で • 外 «r ィスプレ 
イの電男が OFF になつている， 

コンピュータの«1を ON し B してか 
度.外 a ディスプレイの®！スイッチ在 on 
にしてください. 


9 


トラプルび e & たら 
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參八ードティスクか5立ち上がらない 


考え 5 れる顧 B 

対肪法 

フ□ツビーディスクがセツトされてし、る • 

フ□ッビーディスクを出して 再深 そ入 n 
a してくださし、 

ハードディスクがしつ0•。と MtiT れてし^ U 1 

ハードディスクをラッチびかかる家で坤し込 
んでくだ;5い* 

•\ AAndows ^95 が KU しない 

k 

« え5れる R 因 

対肪法 1 

メモリテストび正*に行なわ n るのに起》?し 
ないときは.システムコンフイグレ_シヨン 
の s 定ぴ«邏つています • 

システムコンフィグレーシヨンの设定をデフ ; 

オルトに S してください • け86^ -ジ） ■ 

Windows«95 のレジスト U (18 好 MS が 
«?? ごれているファイル)び:* n るな.ど、シ 
ステムに河らかの 《w が R 生してい茨す。承 
た:、的0、 WinOows»95 び正常に終了でき 
ていません， 

[Starting Winacws95J と 2L 示されてい 
る«に;！キーを押してすぐに鱸すと Kit メ 
ニューび*示されま？。ここで、 ‘Safe モ 
ード」を«ぶと. «« のでは莎く圣本的 
な校疋だけで起 B1 させることがで2寒す-ま 
た、 ^Step-by-steo CootlrmationJ ffi コ 
マンドの実行を 《12 する)を*ぶと.コ 
マンドぞ1つずつ雄篇し®ができます • 
Windcws*95fi*W のトラブルのにつ 
しては Wlncsc 的のマニュアルのトラブ 
ルシューティングを B» みくださし、 


參フ□ツビーデイスクの内容が害きできない 


考え5れる®因 

対《1方法 

フロッピー，ィスクが正しくセットされてい 
机、 

フロッピーディスクを正しくセットし•し 
て.€>ラー*やしてくだ芒い • 

フ□ッビーディスクがフォーマットされてい 
机、 

フロッビーヂイスクをフ オー マットしてから 
ご便用くた•芒し、 


フロッピーディスクの PJB が*れている， 

壤れた内 ST 3 元に I 5 R せません • バックアップ 
を取つて26る«合は.そ n をご使用くださし、 

フ□ッビーティスク8■び故薄している • 

»のフ□ッビーディスクを7ットしても教み 
傷さでさないとさはフ□ッビーディスクドラ 
イブが S ?* しています《 

フ□ッビーティスク■さ込み ft 止次嘗にな 
つている • 

ライトプ□テクトノツチを霱泛込み可能狀* 
にしてください • こ一 

3モードドライノ⑽インストールされていな 
い状磐で. 1.2 M 0 フ7—マットのフロッピ 
ーディスクがセット ff れてし 

3モードドライパを冉インストールしてくださ 
し、 K 123^—ジ1なお.出すでにイ 
ンストールされていますので、 12 M 0 フ T ーマ 
ットでちその 3： yRG •ことびで5ます， 

フロッピーディスクのメモリー残邏が充分で 
ない， 

不贾なフアイルそするひ、祈しいフ〇ッビ 
ーディスクを使用してくださ U 

2 DD フォーマットのフ□ッビー r ィスクが 
R み込めなし、 

2 HD の□ツビーティスクに 2 DD フォーマッ 
卜をした可*性6 1 在ります， 2 DD 等用のフ 
□ツビ_ティスクを*周してください* 






















•ス _ A _ VGA モードになら®い 


有えられる R 因 

対肪法 

00 S ®* で»作するアプリク■ーシ3ンを動 
かしている 4 

通常， LCD 、 CAT 〖外部ディスプレイ)とも 
に DOS モードでは 640 x 480 ドット表示し 
ひで5ません，ただし. 一®のブームソフト 
では-用¢¢3コント□-ルを行うた©、田 
面我 S でさるちのち®ります • 


•い芝なり BH が消えた 


考龙5れる HB 

対财法 

羣*コンセント.または AC アダプタプラグ 
が外れてし必， 

コンセントまたはプラグを寒し込んでくださ 
い. 

サスペンド.レジユームゃパワー tz —プを《 
功にしてし必塌贵、1¢$の玲鬌になつたので 
レジ:！ーム✓パワー t ? ーブ從馨< こ入フた • 

网ひキーを#すと元の状■(に*り家す•サス 
ペンド • レジュームやパワーセーブを*い 
くないとさは、パワー7ネージメントの投瓦 
そ霣更してくだ5い，14 94ページ》 


書印できない 


鬌えられる me 

対《方法 

プリンタの«ぴ入って V 屯し U 

プリンタの _ w を入れてください • 

フリ ンタケープルび外 nrt 必- 

プ u ンタケーブル耷正し<播«してくださ V 、 

印^戡^入っていなし、 

3：»用《を入れ rccff し、 


♦外»マウス V 勤作しない 


考えられる霸因 

対 ja 方* 

播《ケーブルが外れてし~る.または*班され 
てし肌、， 

#«ケーブル在; E し<»«してくださし\•も 
し譫かない鳙6には.再厦電源を入 n ■して 
ください • 

邏 s なマウスドライバを使用していなし v * 

使用されるマウスにているマウスド 
ライパを正し < インストールしてくださし、 

DOS アプ u ケーシヨンを使用している， 

D 0 SF プリケーシヨンでマウスを*用する 
には，マウスドライバー 《MOUSE CO めが 
必 B です，お手筠5のマウスに*付してし以） 

B のをご使用くだ2•し U 


P 


トラプル•か g さた 5 
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•カーソルが勤かず ff ® わ薄 « する 


考えられる » 因 

対 ffl 方法 

ScrollD ック次磬になつている • 

1 Scroll ロックを解 » してくださし、 

♦拜したキーと道う文字が表示される 

考又5れる W 因 

««方法 

CAPS ロック • NUM ロック • •ひらがな/力 
タカ: T ネーなど 0 W ■って押されている. 

fi キーを目的の文宇がタイプ3れるように合 
ixtr く cs し、052ペー y ) 

キーボー ドの投定がまちびっている • 

キーボードのプ□パチイで〗 06 E 本® キー 
ボードに85定を*更してくださ“ 

•S が圆5ない 

咢龙5れる雇因 

対肪法 

本坏のボリュームノブがしばられている。 

ボリュームノブで M を！®してください^ 

Wind 0 ws ^95 のミキ”一でミュートがチェ 
シク$れている， 

ミ ュー H 0 チ:！ックをは，してくださし\〇 

サウント下ライパーが lEixserem : いな U 

【コント□ー ルパネル】 • 【システムト I デパイ 
スマネージャ】でドライパーの fi 定を変史して 
く ttS い. 

•ビープ商わ鴨っている 

考えられる*因 

対《1方法 

/ C ッテ US ■がなくなっている • 

ac アダプタを®氏するか、または 一 sm 
を切つて別の充零篇みのゾてッ，リを《着して 
くださし、 

AC フラグアダプタが外れかかっている.ま 
たは外れている • 

正し<»«し〇してください • 

⑩表示される日付や時刻が正しくない 

考えられる ffH 

対肋法 

日付や時利位定をし rt 饥、か.«遭った粉 
:& こなっている， 

正しい日付や玲孙こ设5：し霣してください* 

K 36ペー 

♦バッテリ LED が点灯しない 

考えられる »a 

対肪法 

パッテリ》子の接齡不 S . 

パッテリを 一. 5取0外してから、やわらかい 
珩で « 子®分を« < 拭いてください， 























•サスペンド • レジュームできない 

角足 5 れる蟁因 

対 ft 方法 

/ (つーマネージメントか E しく BBE さ n てな 

IV. 

【コ》ル; G ルト1/ 19 ー マネージメント| 

でスタートメニ:!一の[サスペンド]コマンド费 
示を•表示するXしてください • 94ページ） 

バッテリ» 置が なくなった • 

AC アダプタまたは兒 電 3みパッテリに又携 
し籩漯を入れ®して < ださい • 

4 2SN —ジ） 


參 CPU クロックスビードが LOW スビ_ドになる 


彎え 5 れる颢因 

対 ft 方法 

CPU がオーパー匕一卜している， 

LOW スビードのま 5 使用してください •一 
定の活 S 字で下びると.自動的にのスビ 
i ードにます. 

クローパルスタンバイモードに入〇ている， 

ク□ーパルスタンパイモードのに入る 
と、 CPUO スピードが目！^に落す。 
グローバルスタンバイモードが®用する頭« 
に邏ごない•色は.システムコンフィグレー 
シ 3 ンメニューのパワーセービングの頃目に 
対し、チェックを外してください* 

1 - 



• Windows 95 の再インストール方法がわからない e 


考えられるな ® 

対 ft 方法 

Wind WS 95 の起獻 a にデスクト V ブ思面に 
« 示； ? れ * 「蚋めにお » み <« 5い』を明教し 

| バックアップディスクの 「 WlnBook 日 ird/V ド 
，イバーヂィスク J に r 始めにお ft みくだごい J 
ぴ入フてい家すので•これをプリントアウトし 

r くだ 

てしわた， 


A 注童ハードディスク蟹嫌理する場¢0：，ドライブのみの修球もし<は交_となり*す • 
ハードディスクに «■ さ nr いるアプリケーシ■ン、データなどの保 s . 修«は 
いたしかねますので.重嬰なもの c ついては必 y パックアップ蓍とってください • 
ハードディスクの内 B を出?明 KWttS に R す場 S は，有償 C て»：«!ブて《り*す， 
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Appendix 

本ユープーズガイドの： R 引.本袈 ffl の仕«(こつい 
て纪載しています。必爾に応じておおみくださし、 


1 舊 ••••《•••«•••••• •••••• •••••••••• •••••】 

2. 裂®® tt «. 125 



舰*? . 

英教キー . 

エスケープキー. 
エフェヌキー • 




外明キーボード/ 

マウスポート ••• 24 • 25 • 104 * 1 

外»テン车ーパッド . 

外#スピーカ .24 -25 

外»マウス . 

外子 . 

外»ビデオモニタ . 22 1 


外®オーディオ 


ドの抜き穿し- • 


モ 


オートサスペンド . 98 

オルトキー . 55 

大文字モード .55-59 

8 ■の .4 R -67 


7 J 索引 



アイコン . 41 

アルフアベツト .. 59 



イジ z クトボタン . 49 

イン，ートキー . 54 

インストール . 36 


5 5 5 5 5 


JC 張 RAM モジュール 26 75 

カタカナキー 55 

カタカナ . 58,59 

カタカナ/び 6 がなキー . 55 

かな E 号 . 59 

カナキー . 57 -59 

かな入力 . 57 

nn-tDmiTmb . 22 

カバーを明じたときの n 作 . 99 


カレンダ .-30 - 

漏字の入力 . 


キーボード . 22.23. 52〜59 


キーボード. マウス接《アダプタ . 80 

Kfc ドライブ . B 9 

SlWIs . 89 

9 Sf & . 53 

キャップス a ックキー .55 -59 


クリック . . 34 .41 

グライドポイント .*34 -91 

グ D - パ J レスタンパイ . 97 

クロックスピード .. 97 




小文字モード . 59 

コント□-ル キー . 55 




ド鬌能 

ドレコーダ- 

ンド • レジ:!ーム 
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m \ 36-89 

システムコンフィグレーシヨン . 86〜93 

システム . 125 

システムフアンクシ3ンキー 53 


シフトキ_ 55 

シ U アノレボート . 24.25. 104 -105 

元 ■. . こ8 

充 BLED . 22 .23. 27〜29 

格了 . . 42 88 -95 

初期化 . 78 


穿 



»作モード 

WSt 
閉じる 
ドライブ2ニット 

ドラッグ . 

ド□ッブ . 


90 
36 
43 

-••25-46-48 

. 41 

. 41 



内蔵マイク . 18 22 23 62 

ナンバー (□ ツク . 91 


ナンバー□ツク丰一 . 56 


典宇 . 

スク □ー ル□ック キー 
スタートボタン ••••• 

スタートメニュ- 

ス r — タス LED •… 


56 58 59 

. 56 

40 42 

. 42 

22 - 23 - 27 


スピーカ 24 25 45 62104 • 105 


スブリッタ 
スペースキー 


20-80 








.R? ■ F13 


找 . 58 



ソフトウエア 


. . 21 



た 


タスクノ【_ 

わ -f 令 


. 40 • 42 

ス ノ -T" - 



. y 


ディスプレイ#示 
ディスプレイモード…… 

デスクトツプ供域 . 

テックサボート FAX シート 

デフ： rVl / 卜 . 

デリートキー . 


WSLED … 

電深スイッチ 



. 96 

. 69 

. 100〜102 

. 16 

••…92 • 93 . 99 

*•••••#•••• 99 * 

.28.32 

22 • 23 • 27-29 
22*23*32 

. 56 

.00 



日: tfi 入カシステム 


幼万法 


H 


57 

57 

58 


1孓 



パージョン橘《 92 

八ードディスクドライプ20 • 77〜79 • 89 97 

八ードティスクを取 C •外す . 77 

八ードディスクを取0付ける . 78 

パスワード . 90 

パックスペースキー . 54 

パッテリ ..• • • 29~-31 

パッチリパック 25.30.31 

パッテリパックス□ット 24 - 25 

パッテリパック取り出しボタン 24-25 

パラレルボート . 104-105 

パワー12—ビング . 96 

バクーマネジメント . 94〜99 

料 . 58 

半角/全，キー .55 -58 


LT 

. 35 36 

ひ5かな . 58 59 

ひらがなキー . 55 


1 


121 
























































122 


5 キシング 


»*«キー 


メディアプレーヤー 
メニ：！- . 


- 

モデムカード - 


. 66 

87-94 


52.58 
. 73 


ライトフ CJ テクトノッチ 


. 49 

22 23 


CAPS 。 ック 
CD-ROM 


COROM ドライプ . 18-109-110 

CD プレーヤー . 65 

ColorSheme. 92 

Components. 90〜92 

COM ボート 90 

COM Port . 90 

Cover Switch. 99 

CDLK キー .55 

CPUtt« 29 

Ctf14^-.55 

Customize.96 -97 -99 


U ストア 


Date and Time 
DC 入カコネクタ 

Defaults. 

0010104 1 —. 

Disable. 

Disk Timeout - 
Disks. 


24.25 


89 
M 105 

.99 

54 
88 96 
97 
…… 90 


.33 

22 • 23 • 33 
…… 29 




























































Medium Power Saving.96 

MIC IN. 22.23.63 

MIDI/ ジョイスティックボート 104- 105 

MS-IME97. 57-50 

MS-DOS - 64 


N 



MUM ロック . . 27-00 


Password. 90 

Pause Breaks—. 54 

PCMCIA 規格 .70 

PC 力一卜 •.70 〜 73 

PC 力ードの鍵し .71 

PC 力ードスロット . 22 23 

Power . 96〜99 

PrtSc キー 54 

PS/2 マウス . 80 

PS/ 2外》キーボード . 80 


RAM モジ:!ール . 26 

Restore Settings. 92 


8B 95 

. 92 

. 56 

. 27 

. 55 

•…22.23 
B9 • 90 • 93 

. 98 

. 98 

. 98 


Save and Exit. 

Save and Reboot • • • • 

ScrU^-. 

SCRLD ック . 

Srtft# . . 

SPEAKER . 

Startup . 

Suspend Controls 
Suspend Sv^ltch -- 
Suspend Tirroout •- 


Fn^= . . 

G 


GliOe Point. 91 

GlCOdi THnecut.9 フ 


Hard Disk . 

HDD アクセス . 

HDO ス□ット . 

Higti Poster Saving 


.73 

.54 

24 • 25 • 83 
.73 


Keytoad Numlock .91 


- 53-81 
•… 22 23 
22 - 23 63 

.96 

.93 

.93 


LAN … 
LCD/CRTJME 

LCDSia. 

UNE IN 

Low Power Saving 

LFTPort. 

LFTType …… 


I/O アドレス 
•nsert キー 
IrOA ボート 

IRQ •••••••. 


93 

2 フ 

24 25 
96 
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Tab キー . 55 

TranWt3. 2 い 83 





Version Info. 92 

VIDEO OUT. 22*102 

Video Timeout. 96 

Video Select. - B9 



Wir>dDV#s®9S •19-21 - 35 〜 45 



10BBBe*T コネクタ . 104 - 105 


12MB.48 

1-44MB. .48 

3.5 インチフ□ツビーディスク . 48 

3モードド，イバ . 48 

720CB. 48 
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製品の仕様 

本体システム仕様 







































® ベースステーション仕 » 


モデル 

1士 :m 

フ□ツビーディスク 

WnBook 日 《 rd ノ V 本体に付屬のドライブユニットを飪•可* 

COROM ド9ィブ 

12 cm /8 cm 6»« 

インターフェース 

マウスポート 
外 S キーボードボート 
外 « CRT ポート 

シリアルポ_卜 （ 1655 OA タイフ UART 互換》 

パラレルボート IEPP / ECP 対ぬ 

MIDI / ジ3イスティックポート 

10日 ase - T ] ネクタ 

スピーカ 

収 W 式 36 mmS ステレオスビーカ十 50 mm スー/ (ーウー八一 

财 

■ミ—1 

1法 

280( W > x 219( D ) x 21 ( H)rrvn 

HI 



/^\注篇 •上10のハードウエア tt 様は • オペレーティングシステム (0 S ), アプリケーシ 
ヨンソフトウ I ア C よつて «• サボートしない場批 1 あります： 

• »ttMMl>20GO«Wlndows95 に対応していないた私本 »B では使用で 
5まなん。 
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MEMO 



MEMO 





